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味方家寄託資料について
1　資料の伝来と寄託に至る経緯
　味方家所蔵資料は、江戸時代初期の佐渡金銀山の山師を代表する味方但馬守家重以来、明治維新まで佐
渡奉行支配山師として代々活躍した味方家に伝来する文書・絵図および工芸品である。
　江戸時代の初めに佐渡に渡ったと思われる味方家は、その最盛期には京都・江戸にも屋敷を構えていた
が、佐渡相川左門町で明治を迎えた。その後、明治中期に味方家14代重成氏が、長岡の北越新聞編集長
就任のため相川を離れ、その子の重国氏は大正15年教師として満州に渡ったのであるが、この間、味方
家の資料の多くは、味方家2代家次が初代家重の菩提を弔うため相川に建立した瑞仙寺に預けられていた
と思われる。しかし、「門外不出」と書かれた行李に入っていた資料は、当主が転居先に持参していたら
しく、最終的には15代重国氏が終戦で日本へ引き揚げの際、書類の持ち帰りを禁止されたため、過去帳
の写しと味方家の系譜は隠し持って帰国したが、行李に入っていた資料は焼却せざるを得なかった。
　このようなことから、現在に伝わる味方家資料は長く瑞仙寺に預けられていたものと思われ、16代重
憲氏の調べでは昭和27年8月に鉱山史の権威である京都大学の小葉田淳教授が重国氏に味方家資料調査
を依頼して来島し、瑞仙寺で調査を行い、さらに昭和31年12月同教授から再度の調査依頼があって、
その懇請により味方家資料の大部分を、佐渡の瑞仙寺から長岡市の味方重国氏宅へ移動した。こうして長
岡の重国氏宅に移された資料は、昭和43年重国氏夫妻が高齢のため新潟市の重憲氏宅へ同居の際に持参
され、昭和51年重国氏死去後には重憲氏所有となって、この度の寄託に至るまで新潟市の味方重憲氏宅
に所蔵されていた。
　一方、佐渡の瑞仙寺に預けられていたものは、資料を収めてある櫃の鍵を味方家が所持し、例年のよう
に瑞仙寺へ出向いて資料の確認や虫干しを行ってきた。
　このようにして伝えられた味方家資料は、佐渡金銀山の山師関係資料として質量共に随一のものとして
知られ、昭和後期に研究者をはじめ相川町史や新潟県史を編さんする際に調査・紹介され、平成13年に
は佐渡金銀山遺跡調査検討準備会により悉皆的な『味方家資料目録』が刊行されている。また所蔵者の味
方重憲氏は、こうした調査研究への理解と協力を惜しまず、資料保存にも熱心で、平成3年には瑞仙寺保
管資料を相川町史編纂室へ、同5年には味方氏自宅保管資料を新潟県立文書館へ依頼して、整理と目録作
成を行っている。さらに平成7年に瑞仙寺保管資料を新潟県立文書館による出張薫蒸を受けるなど、資料
の管理保存に気を遣われていた。
　しかし平成10年頃から自身の年齢的なことや、数年後に病を得たこともあって、資料保存の将来に不
安を抱くようになり、長年親交のある前相川町史編纂室長の三浦啓作氏へも相談するなどして、先祖と由
縁の深い佐渡への寄託を考えはじめたという。
　そして平成16年夏、三浦氏を通じて佐渡市教育委員会へ打診ののち、重憲氏子息の重樹氏も交え瑞仙
寺保管資料の確認や協議iを経て、佐渡市へ寄託の申し出があり、平成16年11月7日新潟市の味方氏自
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宅において佐渡市教育委員会生涯学習課芸術文化係長中濱智子・同佐渡金銀山室臨時職員八木千恵子およ
び仲介の三浦啓作氏が訪問して、味方氏自宅所蔵資料を受託、同年11月22日佐渡市相川中寺町の瑞仙
寺保管資料を同上芸術文化係主任北見継仁・両津郷土博物館学芸員野口敏樹および八木、三浦啓作氏で受
託し、いずれも佐渡市秋津の両津郷土博物館に保管した。
　味方家へは仮受託証と仮目録を渡し、現物の精査確認と正式な寄託目録を作成中の平成17年2月17
日味方重憲氏が死去されたため、後継の味方重樹氏に引き続き佐渡市への資料寄託を承認してもらい、こ
のたび味方家寄託資料目録の完成に至った。
2　資料の状況と整理について
①味方家所蔵資料は、新潟市の自宅と佐渡市相川中寺町の瑞仙寺（青木錬昇住職）に保管されていた。
②このたび味方家から寄託された資料は、新潟市自宅に保管していた新潟県立文書館整理文書230件、
　同じく自宅保管で未調査の文書資料18件、佐渡市瑞仙寺に保管していた文書資料16件、瑞仙寺保
　管資料の管理文書類11件、工芸品資料11件、以上の史・資料類の収納容器12件である。
③自宅に保管されていた古文書資料のほとんどは平成5年に新潟県立文書館によって、瑞仙寺保管資料
　は平成3年に相川町史編纂室によって調査整理されており、その際に作成された目録を基本として、
　現物を確認しながら加除訂正および補正を行うと共に大きさを計測した。
④味方家所蔵資料は佐渡市に寄託された資料以外に、今回、調査し複写・撮影などの後、味方家に返却
　したものとして「味方家系図」1巻（但馬守家重以前の先祖近江村井氏から15代重国氏までのもの）、
　縁戚の円山漠北に関するコピー等の重憲氏収集資料37件、根本寺の味方家関係石塔についての計良
　勝範氏の大野地域史用原稿コピー1件がある。また瑞仙寺保管資料の内、元和9年銘で瑞仙寺開山日
　桁上人筆の曼陀羅1軸は平成3年に同寺へ寄贈されており、他に味方家先祖木像5体（家重夫妻と2
　代から4代を継いだ子供3人と思われ、一つの厨子に入っている）は、そのまま瑞仙寺で預かり供養
　することとなった。以上のほか、平成5年に新潟県立文書館へ大正年間発行の刊本や江戸期の版本な
　ど5件が寄贈されている。
⑤寄託された資料の保存状態は良好で、近年における虫害や破損・汚濁などは見られないが、かつての
　虫喰い跡や継ぎ目の糊の剥がれが多く見られた。また家康からの拝領を伝える慰斗目と扇子は経年に
　よる傷みが激しく、取り扱いに注意が必要な状態である。なお絵図・書状の内には一連のものと思わ
　れるものが、以前の整理で各々独立した資料として扱っているため、備考欄に一連のもの等の注記を
　して、そのまま個別の資料として扱った。以上のような資料類についての補修・保存については今後
　の検討を要する。
⑥新潟県立文書館整理資料は1件ごとに中性紙の袋に入れられていたが、その他の文書資料は箱や封筒
　にまとめられたり、むきだしのままであったりしたため、今回の整理の際に中性紙の袋に入れ替えた。
　また伝家康拝領慰斗目も小さく折り畳まれ収納されていたので、折らずに伸ばした状態にして桐の衣
　装箱に入れ替えた。
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⑦瑞仙寺に保管されていた文書資料・工芸品のほとんどに、どこかの展示用に使ったと思われる品名・
　題などを墨書した紙片と、田中圭一氏（元筑波大学教授）が内容等を書いた紙片が入っていたが、繁
　多になるので目録には記載しなかった。
《参考》
用 語 覧
請苗 自分山または請負山といい、請主が責任を持ち産鉱を一定の割合で運上（税）として納
ﾟた。一切を自己の経費と責任で稼行した。　→直山
菌 敷にたいして坑外を岡と呼ぶ。　→敷
カマ　　クチ
?ﾌ口 坑口。坑木で柱を左右に立て留木で押さえた形が竃に似ているところから名付けられた。
キリ　　ヤマ
ﾘ　山 間切に同じだが規模が小さく、間数・方向も関係なく必要に応じて掘削した。　→間切
クサミタテ酔ｩ立 新しい鉱山、坑を選定すること。草木の様子や山相などを見て決めたところから出た名
ﾆ思われる。
鐘 金銀の鉱石。低品位のものは薄鍵、金含有が豊富なものは筋金、銀は白銀鍵、銅は銅鍵、
狽ﾍロギン鍵という。
ケン　　ギリﾔ切 試掘で鉱脈を探る坑道。間数をさだめて請負させているところから出た名。
藪 坑内を総称していう。坑の内外を総称して敷岡といった。　→岡
ジキ　　ヤマ
ｼ　山 オジキヤマ苒ｼ山といい、幕府直営の間歩。用具・器材などの厳しい規則があった。　→請山
墨罰 墨を引く、すなわち図をかくこと。または、その絵図。
ダイ　　　ク蜊H たがねと鎚で鉱石を採掘する坑夫。金穿大工。普通の家大工は番匠と呼んだ。
笠答 鉱脈のこと。相川金銀山では石英脈に金銀鉱が含まれており、これを白立合といった。
y中にある砂金はネバ立合と呼ぶ。
ブリガネシU矩師 測量技師。測量図面を振矩図といった。
マ　　　ブﾔ　歩 坑を言う。発見者や稼ぎ主の名をつけて呼ぶ習慣があった。
ヤマ　　　シ
R　師 古くは山仕、山主とも書いた。一山・一一坑の支配者。鉱山経営の技術者などの関係者を
]えていた。
割 鉱床の濃集部が地表に露出したところ。露頭。
※『相川町誌』『佐渡金銀山史話』などを参考にした。
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凡 例
1　この目録には新潟市在住の味方家から佐渡市へ寄託された資料を収録した。
2　目録は1新潟県立文書館整理文書資料2未調査で新潟市自宅に保管されていた文書資料3瑞仙寺
　　に保管されていた文書資料4瑞仙寺保管資料の管理文書類5工芸品資料6資料収納容器に分けて
　　記載した。
3　目録の配列は以前の新潟県立文書館と相川町史編纂室作成の目録に準拠し、今回新たに加わった資
　　料はほぼ受け渡し順とし、原則として1件ごとに通し番号を付した。但し凡例2に記した1から6を区
　　別するため、1はそのままであるが、2は新、3は瑞、4は管、5は工、6は容の文字をそれぞれの番号の
　　前に付けた。
4　凡例2の1から4の文書資料類については、番号，年・月・日，表題（内容），差出・作成人→名宛人，
　　形態・大きさ（cm），備考の順に、5の工芸品資料は、番号，品名，材質・形状など，大きさ（cm），
　　備考、6の資料収納容器類は、番号，収納物品，材質・大きさ（cm），箱書き等，備考の順に記載した。
5　目録の記載は次のとおりである。
　　1）番号凡例3のとおりであるが、何点かまとめて入っていたり、付随資料が混入していたものにつ
　　　いては、そのむね記載した。
　2）年・月・日　資料記載の作成年月日を記した。干支は資料に干支しか記載されていない場合にかぎ
　　　り記した。年代を推定した場合や、書写資料で原書の年代が記されている資料は（）内に記した。
　3）表題　資料記載のとおりとした。ただし表題だけでは内容が不明なものは（）に内容を記し、
　　　表題がないものは整理者が勘案した表題を〔〕に記した。
　4）差出・作成人→名宛人　原則は資料どおりとし、多数のときは主だった人を記し、あとは「外○
　　　人」とした。また姓名を略記している場合や、名宛人に敬称・脇付がある場合はそのまま記した。
　5）形態・大きさ　帳面類は竪帳「竪」・横長帳「横長」・横半切帳「横半」として紙数を記し、一
　　　紙文書は「一紙」、何点かを綴ったものは「綴」とした。これらに該当しないものについては別な
　　　表記とした。大きさは縦×横、単位はcmで示し、外は必要に応じその都度記した。
　6）備考資料を知る上で参考になると思われる事柄を記した。絵図で彩色などの注記がないものは墨
　　　書である。
　7）表題などで資料記載が俗字・略字・異字体などは原則として正字に改め、誤記などは「ママ」と
　　　注記した。また虫損などで文字が判読できないものは、字数が推定できれば口、推定できないも
　　　のは［］とした。
　6　工芸品・資料収納容器類の品名と材質については整理者の勘案であり、専門家による今後の検討を
　　要する。
　7　資料の整理と目録の編集には主に八木千恵子が当たり、北見継仁、野口敏樹が協力した。
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味方家寄託資料目録
1新潟県立文書館整理文書資料
番号，年・月・日，表題（内容），差出・作成人→名宛人，形態・大きさ（cm），備考
1，弘化3・9・，西三川金山当時稼所墨引（山稼の様子、砂金産出場所の見立て方、水路など詳細な書
　込みあり），味方孫太夫，絵図33．8×48．5，墨・朱　端裏書「西三川金山絵図　秘　味方孫
　太夫」
2，文久2・正・（文化9・8・11撰之），〔相川金銀山立合絵図写〕（各立合に説明を付す。加茂作立
　合・新蔵立合は秘伝），山師頭取大坂庄右衛門→味方孫太夫殿，絵図24．1×103．0，墨・朱
　線（立合）　文化9年大坂市郎左衛門廣光撰の伝書写
3，なし，金銀山立合弐拾五枚（相川金銀山の立合図で、状況などの朱書あり），味方孫太夫，絵図37．
　　6×29．3，端裏書「立合弐拾五枚」
4，元禄16・9・，水金沢草見立（水金沢河通り付近から中山通り本立合に向け100間の新切山望み），
　味方孫太夫拍，絵図32．3×24．3，墨・青（川）
5，安政3・3・写，右之沢弥兵衛間歩図（子2月26日、振矩与右衛門が縄を引き此絵図作成の書付あ
　　り），味方孫太夫拍，絵図24．4×34．5，墨・朱線（立合）
6，なし，〔薄身本立合等立合図〕（青柳割＝道遊割戸、亀ノ甲を通る立合の図。孫太夫の注釈・感想を付
　す），味方孫太夫，絵図25．0×102．0，墨・朱線（立合〉
7，嘉永3・正・写，〔相川金銀山立合21枚及び間歩図〕，味方孫太夫，絵図24．6×50．5，間歩
　　は割間歩など12。「大坂市郎左衛門所用之分」との書付あり
8，なし，〔相川金銀山立合色分図〕（31枚の立合を赤・青・黄・墨線で描く），味方孫太夫，絵図25．
　　3×34．5，「大坂廣光父廣孝より伝候と上包二書付有之を写」と端書あり
9，安政6・正・写，あわち間歩絵図，味方孫太夫，絵図24．7×34．7，墨・朱点絵図余白に穿
　方等につき相談の文面書付あり
一1一
10，嘉永5・4・写，　〔相川金銀山立合色分図〕（番号8と同じであるが、色が焦茶・薄茶・青・赤に
　　　なっている），味方孫太夫，絵図25．3×34．4，　「大坂廣光父廣孝より伝候と上包二書付有
　　　之を縮」と端書あり
11，文久元・正・写（元文元・3・より），佐州相川銀山立合乗平絵図，味方孫太夫（大坂宗左衛門），
　　　絵図24．8×50．3，大坂市郎左衛門所持、大坂廣勤玄祖父の筆跡というとの端書あり
12，なし，〔浅右衛門・子之助立合間歩見取図〕（6間歩あり、清次間歩脇に家2軒描かれている），味方
　　　金吾，絵図24．4×33．9，墨・朱線（立合）
13，（文久3ヵ），〔鶴子しなみ沢煙貫釜ノロ開発風合式供物図〕，，絵図12．2×20．4，文久3・
　　　9・11開発、同年・10・7式執行との書付あり
14，なし，〔相川金銀山立合21枚及び間歩図〕，味方金吾拍，絵図24．1×34．0，間歩数8
15，なし，〔河端間歩敷岡図〕，味方孫太夫拍，絵図24．5×33．8，裏書に「日向間歩」とある
　　　日向を河端に書き直している。虫喰いあり
16，午・5・，〔立合名称由来書上げ〕（甚五間歩等にある立合の名称と由来），味方孫太夫，横長3丁
　　　12．　1×31．　6，
17，戌・正・，覚（「平沢割煮稽古二御座候」とある），味方小次郎，一紙15．8×11．1，「師範
　　　和田与太郎」・「嘉永五子年」の書込みあり
18，戌・正・，覚（立合、水貫・煙貫風合の伝、釜ノロ化粧棚の仕様など山師の相伝に関し師範名と相
　　伝された年につき書上げ），味方孫太夫，一紙15．8×20．2，
19，なし，〔甚兵衛立合など6枚の立合につき由緒等書付〕，，一紙15．8×21．2，裏に時計回り
　　　で「火　木　土　水」の書付あり
20，文久2・正・，〔相川金銀山立合相伝書〕（文化九年九月大坂市郎左衛門撰の立合25枚伝書の相伝
　　書），山師頭取大坂庄右衛門→味方孫太夫殿，絵図24．2×34．6，立合は朱の棒線
21，嘉永5・2・19，〔覚書〕（間歩開削に関する争論に際し、以前からの口伝などを基に教諭），，一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一2一
　　紙12．1×17．3，横長の紙を二つ折りにして端を糊付けしてある
22，なし，〔相川立合21枚及び間歩図と立合名一覧〕，，一紙・絵図27．2×16．4，立合・間歩
　　図は7と同一
23，嘉永元・4・，天罰起請文事（金銀山奥儀及び職業の本意の相伝、他言禁止），味方孫太夫三省
　　　（花押）→嶋川左右兵衛様・大坂庄右衛門様，一紙24．5×34．2，写。裏に鎮目・伊丹両奉
　　行の家老名書付あり
24，なし，〔釜ノロ供物図〕，，絵図24．1×25．3，「水金沢ノ節」とある。右端破損
25，なし，〔相川金銀山立合間歩岡絵図未定稿〕，，絵図35．0×24．6，墨・朱線（立合）・青（川）
26，なし，〔釜ノロ木組図〕，，絵図24．6×14．6，寸法の書付あり
27，なし，〔立合図未定稿〕，，絵図34．0×24．3，朱線のみ
28，（安政5ヵ），弥喜知間歩（同間歩墨引図。余白に開発経緯などを記す），和田与太郎（味方孫太夫
　　　拍），絵図24．0×33．6，安政5・6・1敷下りの節の墨引とある
29，なし，〔釜ノロ仕様伺い図〕（木組の仕方などにつき詳細な質問が書きつけられている），，絵図34．
　　　0×24．5，
30，なし，〔間歩岡絵図下書〕，，絵図35．6×71．5，間歩口が中央に1か所ある
31，安政6・3・写（文政2ヵ卯・7・），〔立合由来等書上げ〕，大坂市郎左衛門廣光→味方与次左衛
　　　門殿，一紙24．2×35．0，大坂廣勤から写置くよういわれたとの書付あり
32，なし，〔岡絵図未定稿〕（相川ヵ），，絵図25．3×34．7，
33，なし・12・23，御役方より書取之写（不鍛錬の山師が多くなっているので伝習師範取調書、立
　　　合伝習の有無など、山方役所へ報告するよう回状），大坂庄右衛門・和田与太郎→味方孫太夫様ほ
　　　か山師9人，一一紙15．7×77．0，
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34，なし，〔相川金銀山立合名称調図〕，味方金吾，絵図34．0×24．0，立合数31
35，（弘化3・5・ヵ），〔立合の通り筋書上げ〕，，綴ヵ2枚24．0×34．0，「小川廣隆見込弘化
　　　三午年五月」の端書あり。立合数33。1枚に「NQ　3」と鉛筆書きあり
36，なし，〔立合通り筋書上げ〕（文書館袋に綴り2丁とあり、35と36が入れ替わっているか？），，
　　　一紙24．0×33．6，立合数27。裏に高村貞甫師を悼む漢詩と、同人の戒名の書付あり
37，なし，〔立合間歩図〕（黒物・中通り本・猿松・ねば・中の5立合の図と説明及び付近の間歩を示す），
　　　味方孫太夫，絵図24．2×68．0，墨・朱線（立合）立合説明文は36のものとほぼ同文
38，文久2・正・，相川金銀山所三拾壱枚ノ立合引，山師頭取大坂庄右衛門→味方孫太夫殿，絵図30．
　　　6×46．7，墨・朱線（立合）　文化10・4・大坂市郎左衛門廣光伝書を此度伝えるとある
39，文久2・9・11，鶴子間歩御取明御普請之節、煙貫新規二切立相成、和田与太郎新口を結び候図，，
　　　絵図25．0×34．4，
40，なし，〔立合筋引岡絵図〕，，絵図33．9×24．1，立合数19
41，なし，相川銀山立合乗平絵図　バリ紙「光林所持之立合平図」，，絵図28．4×44．3，11に
　　　図面・立合名・間歩名同じ、若干の補足あり。中央破損を裏に紙を貼り補修
42，なし，〔相川金銀山立合・間歩・割岡絵図〕，，絵図32．5×24．1，墨・朱線（立合）・青
　　　（川）
43，表元和6・極・吉　裏なし，表〔津田流砲術秘伝〕・裏〔外科秘伝〕（天正2年5月、山本道益が南
　　　蛮人から伝授され右京之助へ伝えたもの），表林遵（花押・朱印）→味方［　］・裏坂玄長→味
　　　方孫太夫様参，折本　23．5×9．7（230．3），前欠ヵ　折本の表・裏に書かれている。
　　　『佐渡国略記』に坂玄長父は味方手代の村井宇右衛門とある
43付，1996（平成8＞・6・21，〔蒲原宏書簡〕（資料に記載ある坂玄長ほか調査するも確証得ら
　　　れず），蒲原宏→味方重憲様，郵便封筒入り
44，なし，〔相川金銀山立合・間歩・割岡絵図〕，，絵図47．5×92．6，墨・朱線（立合）42よ
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り詳細。貼り合わせ部分糊剥がれあり
45，文久2・閏仲秋・写（寛保4・正・望），金山漫録（山師・金掘の心得、金銀の産出する山の構
　　え・様子、砂の見方、敷内の図、掘方、坑内の留方図など），奥州伊達郡桑折　阿部権言白（喜多
　　儀左衛門写本）味方三省写，竪帳、表紙共23丁12．7×17．3，表紙裏に此書家蔵を縮写し
　　子孫に伝えるとの味方三省書付あり
46，（宝暦7～9），石谷備後守殿被仰上井演説書（佐渡の治政及び金銀山につき改正意見書），味方孫
　　太夫拓，竪帳、表紙共30丁16．2×24．1，註朱書　安永3拓殖三蔵写本の写。『新潟県史
　　資料編9』所収のものと末尾部分異なる
47，（天明4・5・），松平下野守殿江差出候金山願書写（甲州金銀山開発につき佐渡の例を引用した
　　甲州勤番の願書），，竪帳、表紙共3丁28．4×20．5，文政6年山方役井上甚五郎から11代
　　孫太夫がもらい、先祖勤功のことが書かれており子孫大切に持伝えよと書付ある袋に入
48，文久2・正・（文化15・4・），〔相川金銀山所岡山君臣僕山図及び伝書〕（金・銀・銅・鉛を生ず
　　る山の備えを君臣僕といい、その特徴などにつき口伝書），大坂庄右衛門→味方孫太夫殿江，絵図
　　　102．0×47．7，墨・朱・緑絵図に60．0×38．7の書付をはる　文化15年大坂市
　　郎左衛門からの伝書を伝えたもの　虫喰いあり
49，なし・5・25　端裏貼紙「元禄七戌年調」，佐州罷在候味方孫太夫先祖由来書之事，安太夫→孫
　　太夫殿，一紙13．7×258。0，以下51まで「松平肥後守様家来長野安太夫より之文通三本」
　　　との袋入
50，なし，覚（長野安太夫・長濱五郎右衛門家系覚書。長濱家7男が味方孫太夫を継ぐ），安太夫→孫
　　太夫殿，一紙14．1×131．5，端裏貼紙「元禄十二卯年ヵ」とある
51，なし・閏卯・朔，覚（味方家先祖由緒及び系図巻物の仕様につき），長野安太夫→味方孫太夫殿，
　　一紙14．2×116．4，端裏貼紙に「元禄十二卯年ヵ」とあるが元禄12年の閏月は9月
52，なし，松平肥後守様家来長野安太夫より之文通三（上記3点の写書き），，竪帳17．5×24．3、
　　表紙共14丁，
53，文化15・2・，〔相川小丸山立合秘伝図〕（小丸山より「ナケタヤウ成ル立合」と言伝えあり、こ
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の言葉が小丸山の秘伝との書付あり），大坂市郎左衛門廣光　異筆「味方孫太夫」，絵図48．5×
65．5，墨・朱線（立合）　虫喰いあり
54，なし，〔相川上京町付近立合筋引図〕（立合は山下仁兵衛・藤村金十郎宅付近井戸を通る。井戸の内
　　に鍵ありと古くから知られており寛文・元文期に切山計画があった旨の書付あり），味方孫太夫拍，
　　絵図28．8×47．7，墨・朱（立合・新切山場所）　立合の所に安政5・8・大火跡三省見と
　　書付あり
55，文政元・6・写，新間歩（長八広戸付近新間歩敷内振矩図。寛延4年7月下田利左衛門写の再写），
　　嶋川左右兵衛，絵図39．7×56．0，釜ノロからの経路を朱線で描く。中央の貼り合わせはが
　　れあり
56，文政10・12・，水貫煙貫風ヲ合ス法（「石中地中ヲマツルノ法」とあり、釜ノロのしつらい・
　　供え物・唱えごとなどの口伝書），味方与次左衛門安通（花押）→味方孫太夫殿，一紙33．1×
　　　47．7，包紙書付「風ヲ合伝」
57，文政7・5・吉求之，家秘傳事（四ッ留結い方の秘伝書），正慶（花押）（求主ヵ〉，横半、表紙共
　　　19丁14．0×17．8，この本、嘉永元・11・3保科玄碩子より貰うとの書付あり。表紙破
　　損
58，（文政7・5・吉求之），家秘傳事（57の写しと思われ、註を書加えている），（正慶花押），横長
　　綴、3丁12．4×33．4，嘉永元・12・3授与に付、写取らず差置、和田定幸よりとの書付
　　あり
59，なし，家秘傳事（58を清書したものと思われる），横長折24．8×34．6，かつての写真で
　　は58と一緒に綴ってあり、57にこよりで結びつけていた。現況は別々になっている
60，文久2・正・，新切山釜ノロ傳（新坑道取明けの際の入口の結い方・祀り方の図付き伝書），山師
　　頭取大坂庄右衛門→味方孫太夫殿，一紙30．9×40．5，他家より相続の者へは伝えてはなら
　　　ないとある。前半に紙をはって上下二枚にして書く。虫喰いあり
61，弘化4・9・，釜ノロ化粧棚ノ傳（坑道入口化粧棚仕様と祀り方図付き伝書），島川左右兵衛→味
　　方孫太夫殿，一紙3枚貼り合わせ①28．0×41．0②23．0×34．3③13．5×
　　　12．6，62と共に「釜ノロ化粧棚ノ傳　味方氏」及び端書「釜ノロ化粧棚古実ノ傳」と書か
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れた包紙に入る
62，なし，〔釜ノロ結替後の上棟式仕様伝書〕，三省授，一紙24．5×34．2，
63，なし，他見不許傳書鑛山二関スルモノ（以下64～96の文書入袋で内側に二見など18か所浦目
　　付役21人分去午年役金52両2分等の書付あり），十二代味方孫太夫，袋36．0×21．9，
　　袋上部にこよりヒモ付き
64，なし，〔相川金銀山新切山場所絵図写〕（新切山は上相川番所付近と青峠沢の2か所、間歩・立合に
　　関する言伝えの書付あり），味方孫太夫，絵図47．5×68．2，墨・新切山場所朱丸・立合朱
　　線　虫喰あり
65，なし，〔相川金銀山与市立合など9本立合図〕（立合言伝えなどの書付あり），味方孫太夫，絵図4
　　　8．8×100．6，墨・朱線（立合）
66，なし，〔相川金銀山立合間歩岡絵図〕，味方孫太夫拍，絵図48．2×66．2，墨・茶・朱　中央
　　貼り合わせ部分虫喰破損
67，文久3・，煙貫水貫切山場所風を合セ候仕方口傳，三省校輯，一紙25．0×34．5，図付き
68，安政7・2・5墨引き，弥喜知間歩墨引（間歩内略図と間歩外の鍛冶小屋及び役人詰所の見取図・
　　付近略図と間歩や立会の特徴・開発方法などに関する考えの書付），和田與考（味方孫太夫‡日），一
　　紙24．0×33．6，元治元・4・10書加えた旨の文言あり。一紙を半分に折り表裏半分ずつ
　　書く
69，安政6・正・写，〔青柳割戸付近淡路間歩・道遊間歩へ間切望所岡敷絵図〕，味方孫太夫，絵図24．
　　　65×35．　1，
70，なし，〔味方家手代墓石銘及採寸図〕（①寛永13没仏種院道性②寛永9没玄浄院日仙③寛永14没
　　千仏堂建立主随遠院日寿と両親），，絵図24．7×87．8，施主①石田庄太夫家吉②村井甚之丞
　　国秀③石田荘太夫吉家　鉛筆書き込みあり
71，なし，金銀山見立口傳ノ書（金銀山の見立て方のほか立合の性質、化粧棚の作り方などを相川・新
　　穂を例に記す），，横半、2丁17．4×24．8，虫喰い、綴ヒモ切れ
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72，文政元・10・，浮沈孤傳（金・銀・銅を産する山の形状一浮・沈・孤一とそれらを含む気配の顕
　　れ方一山煮・雲想・真鉄尽一秘伝書），大坂市郎左衛門→大坂造酒蔵江，一紙24．4×34．5，
　　右下隅に一～五の番号を付した5紙をまとめて二つ折り
73，なし，〔真鉄尽伝書下書〕（真鉄尽は金気の立登る光を察知することで、上記72の下書きと思われ
　　る），，一紙23．9×33．6，
74，①（寛永9・8・25）②③（寛永9・8・27），〔寛永9年味方但馬跡職相続につき書付3点写〕
　　①従上様御書出シ之写（味方孫太夫、親但馬跡職相続につき、宇右衛門・孫兵衛・但馬後家・虎之
　　助母・弟などの件に関し覚書）②③起請文前書之事（孫太夫と宇右衛門・孫兵衛出入遺恨なく山に
　　出精の旨），①なし②味方孫太夫→佐渡御代官③村井宇右衛門・山田孫兵衛代→佐渡御代官，竪帳、
　　表紙共13丁16．3×11．8，表紙端に寛永9より安永まで149年になるとの貼紙あり。
　　また虎之助御目見えは76年前の元和8年、先但馬元和9・4・8死去との書付がはさまれていた。
　　虫喰いあり
75，安政6・3・，山師伜之もの初メより岡山見習手順書（山師必須の秘伝など伝習項目につき山師1
　　　2人控え書），大坂廣勤，一紙33．7×24．2，山方役海老名守之助殿から御尋につき認め上
　　るとある。一紙を四つ折にして横半切帳形にして書く
76，文久2・正・，〔立合の伝・釜ノロ化粧棚伝・風合の伝・極秘八ヶ条伝の相伝目録書〕，山師頭取大
　　坂庄右衛門→味方孫太夫殿，一紙16．4×43．4，76～78の3点一緒に白紙の包紙に包ま
　　れていた。虫喰いあり
77，戌（文久2ヵ）・正・，〔相川金銀山立合25枚伝書〕，山師頭取大坂庄右衛門→味方孫太夫殿，一
　　紙15．8x66．8，文化14・6・大坂市郎左衛門廣光が大坂造酒蔵へ伝えたものの相伝書
78，文久3・3・校輯，〔新切山の切立方及び祭祀方法作法書〕，三省校輯，一紙24．7×34．1，
　　末尾に安永8～弘化3の新切山開発年月日、開発者名などの書付あり
79，なし，（新切山切立方作法と思われる書付），異筆「右光林ノ書也」とある，一紙14．5×46．
　　　0，「光林之手跡」と貼紙のある袋入。袋は本文書付けの半切で作った旨の記載あり
80，なし，〔大谷・鳥越平新切山立場所図写〕（切立方法についての考え方書付あり），味方孫太夫，絵
　　図34．4×46．6，立合朱線、新切山立場所朱丸、道は茶
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81，文久3・3・，釜ノロ化粧棚（祭祀方法・化粧棚木数秘伝書），山師頭取大坂庄右衛門→味方孫太
　　夫殿，折紙30．2×41．4，虫喰い多し
82，なし，〔釜ノロ祭祀仕様書〕，，一紙24．2×33．4，一部図示。24・56に似る
83，なし，（金銀山の見立て方、立合の性質、相川の間歩の水抜水道の覚、延宝期の状況など条書），，
　　一紙15．8×72．1，延享元年までの記載あり
84，安政3・3・，〔三光平・トノ山平・八貫目平付近立合間歩図〕，味方金吾，絵図27．9×38．
　　　8，墨・朱虫喰いあり
85，なし，〔相川金銀山立合間歩図〕（立合数21枚との脇書あるが25枚描かれており、間歩は15描
　　　く），，絵図40．5×24．5，立合21枚は墨線、他の立合朱線右隅に鉛筆書「NQ　18」
86，文久3写，風ヲ合セ候仕方口傳（風を合すとは地を祭る事也とあり、一つの間歩から他の間歩へ切
　　貫いた時の祭祀作法），大坂廣光筆記を写す，一紙24．7×34．6，清次間歩から大切山へ切
　　貫いた時のことを記す
87，なし，〔浅右衛門立合分岐立合穿馨方法提言図〕，味方孫太夫，絵図101．5×24．2，墨・朱
　　線（立合）
88，なし，〔籠屋・刃・唐嶋立合口伝図〕（青柳割戸・道遊間歩付近を通る立合），味方孫太夫，絵図2
　　　4．9×68．3，墨・朱線（立合）　裏隅に墨書「二」
89，弘化4・9・，〔弐拾壱枚立合極・釜ノロ化粧棚伝・風合ノ伝相伝目録〕，島川左右兵衛継明（花押）
　　　→味方孫太夫殿，一紙14．3×25．6，
90，なし，「風合ノ故実傳　味方氏」と表書ある包紙，包紙34．2×24．5，91・92の包紙
91，弘化4・9・，〔風合の仕方口伝書〕（86と同内容），島川左右兵衛継明（花押）→味方孫太夫殿，
　　　一紙29．0×46．3，
92，なし，煙貫切山風合セロ傳（煙貫間切をした際の祭祀方法口伝），，一紙24．7×34．8，
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93，なし，〔真鉄尽口伝〕（72の内の「真鉄尽」及び73に同じ），大坂市郎左衛門，一紙29．1×
　　　45．9，
94，なし，煙貫水貫切山場所風を合セ候次第（貫け合う寸前に山師などが行う祭祀準備につき記す），，
　　一紙2枚24・7×34．8、24．8×34．7，2枚一緒にして二つ折
95，不詳，〔書付貼合せ〕（①文久3・10・9鶴子しなみ沢坑出火②砂金山の見立て方③三沢間歩の立
　　合につき覚書），，一紙12．5×24．7（全長），3枚貼り合わせてある。貼り合わせの糊はが
　　れあり。朱註あり
96，なし，〔山師覚書帳〕（相川金銀山立合につき口伝及び絵図など），，横半、8丁17．3×24．3，
　　大坂市郎左衛門から味方ほか山師6人へ職分心構えの書状あり
97，不詳（明治19年3月付の写しあり），諸家山形井書付古文書（元和3～文化12の草見立願・古
　　間歩再開発願・間歩売渡証文などの写し80点余），味方孫太夫拓，竪帳、表紙共46丁と絵図2
　　枚綴及び書付1枚挟む24．8×17．3，秋田権右衛門関係多し。ペン書の「表紙とも四十九枚」
　　　との書付入
98，不詳，〔諸文書控〕（寛永12～弘化5の97同様の諸文書写。田切須・背合の間歩関係もあり），，
　　綴24．6×17．3、37丁，村上善十郎・善左衛門関係多し
99，なし・4・6，〔書状〕（年始礼状と家内吉事を慶び、安大夫殿からの件、江州へ頼入れたとある），
　　菅沼図書正直（花押）→味方孫太夫様，折紙33．6×48．4，50によれば菅沼は長濱五郎右
　　衛門縁者で桐の間与頭800石。破損部裏打ち補修してある。虫喰いあり
100，なし・10・9，〔書状〕（当夏、初めて会ったことの礼、早々に返事をすべき所、夏中御用取込
　　　み、委細は別紙に申入れる旨），菅沼図書正口（花押99と異なる）→味方孫太夫様，折紙31．
　　　　6×42．6，志摩守娘のことにつき礼もあり。菅沼娘は建部志摩守妻（50による）
101，①なし・5・14，②なし・5・15，①〔書状〕（治介の事、辻父子を頼り其元役人養子希望
　　　の処、長野へ百石取養子として藤堂和泉守小姓出仕の話あり、返事催促）②〔書状〕（治助身上
　　　の事、辻父子に任せ来たが、安大夫方へ良い話あり、孫太へ書き送ったので相談の上返事せよ），
　　　①長野安大夫業孝（花押）→味方孫大夫殿人々御中、②安大夫業孝（花押）→長野治助殿まいる，
　　　折紙31．2×42．8（3枚とも），3枚を紙こよりで綴、右上隅に「一～三」の番号墨書。
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3枚目半分に②が書かれている
102，なし・3・24，〔書状〕（御用調の銀子請取及び先日の銀返すべき処、先方へ済まし、指引目録
　　　証文を添えて決済する旨），山本十左衛門→味方孫太夫様，一紙27．2×40．4，裏書「山
　　　本氏指引之請取状古讃文共有」
103，なし・6・9，〔書状〕（贈物謝礼と見舞が遅れた詫び及び本尊認め送る旨。尚々書に明日河原田
　　　へ移る。瑞泉寺へ仰せの本尊等の件あり），妙覚寺頂主日選（花押〉→味方孫太夫様，折紙32．
　　　　2×45．7，後世の包紙表書「京都妙覚寺より之文通壱枚」。貼紙がはがれたと思われる「重
　　　之宛か」などと書かれた紙片入
104，不詳，代々系譜（味方家先祖から16代までの系譜のほか花押・印鑑・戒名などもあり。他に親
　　　戚・手代などの系譜、調書など），，横長、表紙共36丁12．3×34．8，13代三省作成の
　　　ものに16代重憲まで代々当主が書加えたと思われ、紙を足して綴じ直している。綴じは仮留め
　　　状態で、製本綴のこととの平成13年のメモ書きあり。破損あり
105，弘化2・12・，先祖書（味方家4代までの書上げ），佐渡奉行所支配山師味方孫太夫（花押），
　　　竪帳、9丁27．8×20．3，破損あり
106，天保13・12・，由緒書（金吾まで味方家12代の書上げ。4代まで105と内容ほぼ同じだ
　　　が年号に相違あり），佐渡奉行支配山師味方金吾（孫太夫），竪帳、表紙共14丁24．9×19．
　　　4，弘化4年に加筆・訂正。虫喰いあり
107，弘化4・12・，由緒書（106の弘化4年訂正版を清書したものに明治元年までを加筆），佐
　　　渡奉行支配山師味方孫太夫，竪帳、表紙共16丁24．7×17．4，朱筆入、表紙に朱で「改
　　　済」と書付あり、上隅に「NQ　3」とのマジック書あり
108，なし，〔スポン樋見取図〕（内部構造及び使用図），，絵図25．
　　　ような跡あり
0×34．5，四隅に鋲を打った
109，寛延4ヵ（延享4・5・下図），銀山岡絵図（上相川の町・寺社及び鶴子までの間歩配置図），，
　　　絵図24．4×34．0，墨・朱（道・立合）　寛延4・6・江戸御見分様へ上候図などの端裏
　　　書あり
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110，安政2・6・写（元禄12・8・20），御直山鳥越間歩之上新田所絵図（写），山主秋田権右衛
　　　門・味方孫太夫、検使地方役（以下名前略）・山目付・山奉行，絵図24．9×34．7，彩色
　　　和田与太郎が山方役所にある図を写したとの裏書あり
111，なし（安政3以後），青盤間歩敷内墨引（開発慶長9年、3度中絶、元禄4年再興後相続、ほか
　　　名称・距離など詳細な書込みつき），，絵図24．4×67．3，墨・朱　与十郎敷は安政3年取
　　　明の記述あり
112，なし・3・20，〔書状〕（近日帰国後、御意を得たい旨），花押あるも不明（塚原根本寺僧ヵ）
　　　→なし，一紙16．4×44．3，包紙上書「上　塚原」
113，なし・9・9，〔書状〕（絹地一巻染筆を依頼され敦賀迄届いたが、京都から帰って煩い遅延の詫
　　　び状），堀江治郎兵衛（花押）→なし，一紙14．6×39．7，一紙の表・裏両面に書く
114，欠，〔書状〕（山の良悪を報告せよ。近日中に湯治に行く事。鳥の子五百枚入用なら遣す。御奉行
　　　衆へ虎助を度々遣す事。御松普請の件は、山吉左殿に申渡してあるので銀子三貫目渡し普請する
　　　事。今は幸運で何でも叶いそうな事。山の件は大郎右衛門殿は次兵衛のしたようにと命じたそう
　　　であるが其方達の見あてがいにし、ろうそく番は良い者に申付よ），欠（味方但馬家重ヵ）→欠，
　　　一紙16・5×88・2，後欠　端書異筆「堀口満儀公江上ル」　御松は日蓮宗実相寺、山吉左
　　　は相川の豪商山田吉左衛門
115，不詳，〔塚原山根本寺梵鐘銘文〕（元和7味方但馬守家重寄進），，一紙24．7×40．1，「塚
　　　原山鐘之銘」と墨書包紙付き。本紙裏に安永4まで155年になるとの貼紙あり
116，なし・2・16，〔書状〕（竹千代母の奉行衆への申立では但馬上京の折、庄介が大分の金を受取
　　　ったとの事、その申分けをさせる。貴所は但馬が私共のため付置いた者に付、その分別をしてほ
　　　しい旨），味方治右衛門（花押）→村井宇右衛門殿・山田孫兵衛殿，折紙34．0×47．4，
　　　　126・127と一連で127の続き。右端に「三」の墨書あり
117，なし・6・28，〔書状〕（道中無事に到着。佐渡から大切山近日貫ける旨知らせあり。またいつ
　　　佐渡へ渡海するか知らせてほしい。尚、孫太夫は若いので色々意見を頼むなど），味方治右衛門
　　　（花押）→欠，折紙36．2×43．5，後欠　虫喰・折り目破損あり、上半分のみ裏打ち補修
118，なし・3・20，〔書状〕（昨日無事渡海、山の様子を知らせる事のほか留守中火・盗人の用心、
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治助は手習に精出すよう指示），孫太夫→盛傳様外5人・手代中，一紙16．
部分劣化。貼紙「重之ヵ」
2×43．8，端
119，なし（申）・3・4，〔書状〕（御上洛来20日と決定につき、戸右衛門と理兵衛か河仁助かを大
　　　至急よこすよう。なお、小判は200両でもよい旨），味方但馬　家（花押）→村宇右衛門様・
　　　山田孫兵衛様まいる，折紙32．6×44．4，「申ノ三月十五日二到来」の書付あり
120，なし・正・5，〔書状〕（宇右衛門、こちらへ渡海するとの事であるが、人をやるのでそれからに
　　　するよう。山は油断なく毎日でも様子を知らせよ。家普請出来たとの事行って見る），味方但馬
　　　家重（花押）→村井宇右衛門との・山孫兵衛との，折紙32．2×49．3，以下122まで一
　　　連で、121・122・120の順になる。端劣化
121，（120参照），〔書状〕（子供達外からの歳暮の礼。病はよくなっており、旧冬江戸へ行こうと思
　　　ったが寒中養生して下る。小判2・3千両、江戸から使いあり次第買うよう指示），，折紙32．
　　　2×49．2，122に続く
122，（120参照），〔書状〕（山について京蔵人や希望者が何か言っても、市左衛門・九郎右衛門尉様
　　　に話し、その上無理を言うなら江戸奉行衆へ言うので安心するよう。山は決して人手に渡しては
　　　ならない。今春米高値につき急ぎ買う事），，折紙32．8×49．2，120に続く
123，（125参照），〔書状〕（10月に鍵が大分出た事、数寄屋・家普請できた事を喜び、但馬は有馬
　　　へ湯治に行き気分も良くなった。多田銀山勘定すまず、佐野主馬殿もこちらにいるので但馬も京
　　　都へ逗留し、正月に江戸へ下り、多田決済して2月にそちらへ行く。米価上がるので甚右衛門に
　　　銀20貫程持せ越中へ米を買わせにやるよう。切山貫け次第知らせよ。十郎左衛門殿から来た馬、
　　　上様に上がるので、そのつもりで飼う事），，折紙32．4×49．3，以下125まで一連。右
　　　上隅に「一」と墨書あり。虫喰いあり
124，（125参照），〔書状〕（鎮目様江戸にいるので歳暮の礼に人を遣るよう。但馬も正月15日内
　　　には江戸へ行き、そちらの様子詳しく伝え渡海する予定。手元で遣う銀がなく困るので始末して
　　　遣うよう。息子・娘達への指示など），折紙32．4×49．3，右上隅に「二」と墨書あり。
　　　虫喰いあり
125，なし・極・10，〔書状〕（市左衛門殿・九郎右衛門殿への歳暮の指示。今年分の山の目録をよこ
　　　すよう。また切山貫け次第飛脚をよこす事。但馬は養生中につき寒中は江戸に行かないからその
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　　　　つもりで），［味方但馬ヵ］（花押）→村井宇右衛門殿・［山田孫兵衛殿ヵ］まゐる，折紙32．
　　　　4×49．2，右上隅に「三」と墨書。虫喰い、折痛み、差出人名・宛名すれて消えかけている
126，（116参照），〔書状〕（割間歩銀少ししか出ないとの目録、鎮目様にも見せ、会った上で相談し
　　　　たい。妙覚寺上人当年は御下なし。竹千代母の訴訟写、そちらでみてほしい），，折紙34．
　　　　0×47．0，次の127に続く、127と116と3枚綴じであったか、右中程に3枚とも
　　　　穴あり
127，（116参照〉，〔書状〕（娘達の事、鎮目様などとも相談し出判を持たせ持えはどうでもいいから、
　　　　いつ出かけてもいいように。竹千代母訴状につき其元へ行くつもりであるが、迎えなど不用），，
　　　　折紙34．0×47．4，126の続きで、116へ続く、右端に「二」の墨書
128，なし（明治2ヵ），割間歩領有候儀願上候畑地墨引（水替小屋・銀山町付近に「桑を樹」とある），，
　　　絵図24．5×34．6，明治2・2・26見分、掛り蔵田太作と端裏書あり。以下、137ま
　　　で小袋に入
129，なし，〔御直山割間歩周辺岡絵図〕（字体・図の表現は145に似る。場所は136の一部を拡大
　　　　したか〉，，絵図24．6×34．4，墨・朱断片・下書きヵ　虫喰いあり
130，なし，市之勢間歩墨引（本口開発元禄13年、距離・当時稼所などの書込みあり），，絵図23．
　　　　8×33．8，
131，なし，〔金造敷内西樋場三艘樋等敷内図〕，，絵図23．9×23．3，断簡ヵ　別図に貼ってい
　　　たものか糊跡あり
132，なし，〔露太郎敷内図〕，，絵図10．0×11．2，断簡ヵ　別図に貼っていたものか糊跡あり
　　　左下に補正図を貼り付けてある
133，慶応3・7・，中使間歩鋪内墨引（開発年不知、元和3年御直山ほか釜ノロからの距離など書付
　　　あり），，絵図24．8×33．8，
134，不詳，〔甚五間歩敷内図写〕（元禄6及び年号なしの古墨引図ほかを貼合わせる），，絵図37．
　　　　5×48．1，墨・朱
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135，文久元・4・，御直山中尾間歩絵図（敷内図），，絵図24．0×22．2，左下隅四角く切り取
　　　られている
136，安政2・6・写，元禄之写平絵図（御直山割間歩敷岡図、「山方役所大古絵図学問所之分」との
　　　書付あり），，絵図24．0×39．2，墨・朱・青　火縄本付近摩滅に付、松木・大坂等の分か
　　　ら補うとの書付けあり。162に接続
137，なし，弥兵衛間歩敷内稼所墨引，，絵図41．0×61．5，墨・朱点　表に3枚、裏に1枚図
　　　貼り乗せ。いずれも虫喰い大
138，なし，新間歩・割間歩之続キ（敷内図。中尾・日向・五左衛門・中使・新小滝・古小滝・たばこ
　　　やの各間歩），，絵図25．0×35．0，墨・朱　中尾間歩部分は144・170に接続　中央
　　　破損
139，なし，〔絵図入袋〕（慶安5松ヶ沢・仕出喜・屏風沢山形、弘化5院内銀山図などの表書きあるも
　　　袋のみ2枚），，袋29．8×20．0、12．0×15．0，2枚とも破損
140，なし，〔文書包紙〕（表書「御列座一同様御裁許御書付壱通井先祖之もの覚書壱冊」とある），，一
　　　紙25．0×34．2，
141，天保9，〔鶴子立合筋見取図〕，和田，絵図32．9×24．1，墨・朱線（立合）・青（川）
142，なし，〔喜多見間歩・かかや間歩敷内図〕，，絵図23．8×33．8，表・裏両面に書く
143，慶応3・2・，百枚間歩墨引（敷内図），和田与太郎拓，絵図24．8×28．9，墨・朱　慶
　　　応4年正月掛とある部分ほか表2枚・裏2枚図貼り乗せ
144，なし，〔新間歩敷内図〕（新間歩柱水坪となり、先年水上輪30本立申由との書付あり），，絵図2
　　　　5．0×34．8，墨・朱・青（水坪）　138に一部続。中央破損
145，なし，〔御直山与右衛門大切山間歩・同日向間歩敷内図〕，，絵図34．4×24．8，墨・朱
　　　　163・164・168接続。虫喰いあり
146，なし，〔御直山新間歩付近敷内図〕（「大坂之分張紙」として宗太夫間歩から新間歩へ貫け合すと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一15一
　　　ある。136と一連ヵ），，絵図25．0×34．8，墨・朱・青（水坪）　162接続　中央破
　　　損
147，なし，〔たばこや間歩ほか向山通敷内図〕，，絵図25×34．8，墨・朱・青（水坪）　　「大張
　　　紙」とある貼り乗せ図1枚付き。中央破損
148，なし，〔清吉敷・吉之丞敷敷内図〕，，絵図7．8×27．9，断片力
149，なし，〔三ッ合下敷内図〕（樋場あり），，絵図7．8×7．4，断片ヵ　糊付の跡あり
150，なし，御口附山加賀弥十郎間歩墨引，，絵図24．4×33．3，
151，明治2・8・16，〔雲子間歩敷内墨引図〕（明治2・8・16敷下りの節墨引とあり、敷内の状
　　　況につき種々書込あり），山師頭取和田与太郎，絵図24．3×34．2，用紙半分だけ使用
152，文久3・2・改，弥十郎間歩鋪内墨引（開発慶安5、主な地点までの距離・樋数・間切総間数な
　　　　どの書付あり），和田拍，絵図24．6×128．2，貼り合わせの糊はがれている。裏に2枚
　　　　図貼り付け、敷口か四角い小さな切り抜き多数あり
153，なし，惣十郎間歩墨引（敷内図），，絵図25．4×34．2，
154，巳（明治2）・3・，（道遊割一帯は元来羽田・下相川・下戸・小川入会地であるが銀山町の者
　　　　の借地同様で、御一新に当たり銀山町領としてほしい旨願書），和田与太郎，一紙（図入り）2
　　　　4．　8×34．　2，
155，なし，〔幾助間切之内、出来助敷など敷内図〕，，絵図24．0×58．0，貼り乗せ図4枚付き
156，なし，〔相川金銀山立合・間歩岡絵図〕（立合24、間歩17），，絵図24．5×34．6，墨・
　　　朱・青（JID
157，なし，〔間歩敷内図〕（場所不明），，絵図9．0×7．2，断簡
158，なし，甚吾間歩敷内墨引（開発慶長8、釜之口から主な地点までの距離数など書付あり），，絵図
　　　　33．7×49．0，中央の貼り合わせ糊はがれ。貼り乗せ図3枚付き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一16一
159，なし，〔宗岡割戸・御直山鳥越新切山間歩・同向山甚右衛門間歩敷岡図〕，，絵図34．5×24．
　　　　8，墨・朱　虫喰い・破損あり。断簡ヵ
160，なし，〔三光間歩付近敷岡図〕，，絵図24．5×34．3，墨・朱　虫喰い・破損あり。断簡ヵ
161，なし，〔加賀弥十郎間歩付近敷内図〕，，絵図34．3×24．7，墨・朱　虫喰い・破損あり。
　　　断簡力
162，なし，〔中尾間歩付近敷岡図〕，，絵図25．0×35．0，墨・朱　　136・146に接続。虫
　　　喰い・破損あり
163，なし，〔御直山新間歩付近敷岡図〕，，絵図24．7×34．0，墨・朱　145に接続、166
　　　続ヵ。虫喰い・破損あり
164，なし，〔御直山清次間歩・同甚五間歩付近敷内図〕，，絵図34．7×24．5，墨・朱　145
　　　　に接続。虫喰い・破損あり
165，なし，〔宗岡割戸・御直山鳥越新切山間歩付近敷岡図〕，，絵図34．8×25．0，墨・朱虫
　　　喰い・破損あり。断簡ヵ
166，なし，〔金町割戸付近敷岡図〕，，絵図34．4×24．9，墨・朱　163．168に接続。虫
　　　喰い・破損あり
167，なし，〔清次間歩・甚五間歩・青盤間歩付近敷内図〕，，絵図34．9×25．0，墨・朱・青
　　　　中央破損。断簡ヵ
168，なし，〔三ツ合・十助敷付近敷岡図〕，，絵図34．5×24．7，墨・朱　145に接続、16
　　　　6続ヵ。虫喰い・破損あり
169，なし，〔不動沢・作内割戸付近敷岡図〕，，絵図34．9×25．0，墨・朱　虫喰い・破損あり。
　　　　断簡力
170，なし，〔宗太夫間歩南沢間切付近敷内図〕，，絵図25．0×34．9，墨・朱・青（水坪）　中
　　　　央破損。138の一部に接続
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一17一
171，なし，青盤間歩敷図・甚五間歩敷図（敷内図），，絵図34．8×25．0，墨・朱・青（水坪）
　　　　虫喰い・破損あり
172，なし，〔御直山新小瀧間歩・中使間歩付近敷内図〕，，絵図34．9×25．0，墨・朱　断簡ヵ
173，なし，〔大切山間歩・清次間歩敷内図〕，，絵図25．0×38．8，墨・朱　虫喰い・破損あり
174，昭和27・8・25，鉱山資料御返送の件（元職員堀真虎借用のもの），佐渡郡相川町太平佐渡
　　　　　　　　　　　　　　　くママラ　　　鉱業所小野→長岡市味方国重殿，一紙25．0×17．7，用紙は社用箋で三菱鑛業を太平と
　　　訂正して使用
175，安政4・10・29見届，稼所見分被仰付罷越候節見届（後尾村字岩野・岩田付近立合引図。同
　　　伴伏見孫吉とある），，絵図27．0×16．4，用紙二つ折りして半分のみ使用。虫喰いあり
176，なし，〔作内割戸付近敷岡図〕，，絵図25．0×35．0，墨・朱　中央破損
177，なし，〔新立合割戸付近諸間歩釜ノロ位置図〕（赤間歩など11の間歩名あり、元禄元図との書付
　　　　あり），，絵図24．8×34．0，墨・朱　図は用紙の右上隅に小さく書いてある
178，不詳，〔元禄八年七月大絵図連印写〕（振矩与右衛門・和田十郎左衛門外山師8名連印写及び絵図
　　　枚数書付），，一紙24．0×33．2，左隅に136の火縄本部分図とほぼ同じ図あり。虫喰
　　　いあり
179，慶応3・10・26差上，道遊平敷岡墨引外一同よりの書物有之（嘉左衛門町与三次郎道遊平に
　　　新田開発願出につき、山師一同同所敷岡図を添え、鉱山には差支えないが後年岡割流などする場
　　　合も考慮し沙汰してほしい旨答申），山師頭取大坂庄右衛門・和田与兵衛外山師10人，絵図・
　　　一紙33．8×23．8，墨・朱　2枚右端で糊付け。虫喰いあり
180，なし，〔日向間歩東大間切・東蔵之助間切敷内図〕，，絵図35．0×25．0，墨・朱・青（水
　　　坪〉　中央破損・虫喰いあり
181，なし，〔御直山青盤間歩・御直山甚五間歩付近敷内図〕，，絵図24．9×34．8，墨・朱・青
　　　中央破損
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182，なし，〔御直山青盤間歩・御直山甚五間歩付近敷内図〕（上記181とほぼ同じ図），，絵図25．
　　　　0×34．7，墨・朱　中央破損
183，明治2・3・10，〔赤塚間歩敷内図〕，，絵図24．8×34．
　　　敷下りして写し取ったとの端書きあり
4，墨・朱　年月日記載の日に
184，なし，市之勢間歩敷内絵図，，絵図42．1×54．8，表題を端裏の張り紙に書く
185，慶応3・7・，大切山間歩絵図，味方孫太夫，絵図23．9×34．1，貼り乗せ図3枚付き
186，なし，大切山間歩敷内絵図，，絵図49．
　　　紙に書く
0×56．2，184と同一様式。表題を端裏の張り
187，（弘化5・2・19直請取），敷絵図・山内絵図・釜ノロ図（表題の院内銀山の絵図類を入れ恭
　　　英が三省に贈った袋），恭英（中川左市也、中川左兵衛ハ此実父也と書込あり）→（味方）三省
　　　君，袋（紐付き）14．2×23．2，下記188～194が入っていた。異筆で「出羽国」・
　　　「樋図」・「聞書」・「院内駅図」などの書付ほか絵図の枚数・内容等の書込みあり。破損
188，弘化5・2・中川恭英より聞書（院内銀山につき稼方・大山祇社・町など諸事につき），（味方三
　　　省ヵ），一紙24．6×16．7，用紙二つ折りにして上下に書く。以下194まで上記187
　　　の袋入
189，なし，〔釜ノロ木組見取図とそこに張る祈祷札写〕（札は瀧泉院とあり院内銀山のものであろう），，
　　　絵図34．5×24．9，
190，なし，院内樋ノ図其外（佐渡でいうスポン樋ヵ），，絵図34．
　　　さ・径の寸法と中にはクロビという木を用いると書付あり
1×24．8，留木檜とあり長
191，なし，〔院内駅図〕（院内の町略図、銀山表番所まで一里余とある），，絵図24．
　　　墨・朱　味方三省蔵の書付あり
4×34．4，
192，なし，〔院内釜ノロ写生図〕（入口に角木という柱が立てられており、釜ノロ化粧棚から約10間
　　　程を「当地二而云」付廊下との説明書あり〉，，絵図24．5×34．7，
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193，弘化5・2・，出羽国院内銀山内絵図（岡絵図），，絵図50．
　　　　2・味方三省蔵の書付あり
2×48．8，彩色　弘化5・
194，弘化4・9・，院内銀山（敷内図），，絵図61．5×83．0，墨・朱
195，（宝永3・8・元図ヵ），鶴子間歩惣敷絵図（鶴子の諸間歩敷岡図。宝永3年図を元に、米屋町夢
　　　光所持の延宝2年図などを書加えたと思われる），和田与太郎拍，絵図24．6×34．5，墨・
　　　朱線（立合）195～198を一括に折り畳んであった
196，慶応3・，鶴子沢重一郎間歩墨引（敷内図。開発は文禄4年、釜ノロより三ッ合迄40間など書
　　　付あり），，絵図24．3×34．0，墨・朱
197，安政5・5・28．29縄引，〔鶴子本口脇より岡割目論見墨引図〕（一～五番杭・作右衛門間歩
　　　下杭があり、間数などの書付がある），山師和田与太郎・味方孫太夫、振矩師阿部六平，絵図
　　　（L字形をしており最大値をとる）34．5×49．2，墨・朱　裏に「和田与太郎拍」の書付
　　　あり。虫喰いあり
198，明治20・7・，羽茂郡大小ノ内字三貫目沢古シキノ内（8か所の敷内図で、見届候所を記すと
　　　ある），石倉作右衛門，絵図24．5×149．2，彩色
199，なし・4・3，〔書状〕（年賀挨拶と慰斗飽百本恵与の礼。ほかに治助役儀iの件など），長野善太
　　　夫重恒（花押）→味方孫太夫様御報，折紙31．0×43．9，折紙半分の白紙部分に和歌詞書
　　　きと思われる書付などあり。反古紙で包んであった
200，なし・9・17，〔書状〕（初めて御意を得た礼。4月に京都を発ち、所々で弘通し莫大な利益を
　　　上げたが、仁王門普請の助力は思うに任せないなど），日膿（花押）→味方孫太夫殿人々御中，
　　　折紙36．0×53．3，虫喰いあり
201，なし・8・20，〔書状〕（割間歩気絶えの事、心許ないが貴殿達の才覚により止むと思う。宇右
　　　衛門病気の件、山に上らせず養生させ、その間は貴殿に任せるので油断なきよう頼む。又、南部
　　　山は江戸衆も申込んでいるが三千枚で但馬が請けることになろう），味方但馬家（花押）→とい
　　　治右衛門尉殿まいる，折紙32．4×44．5，
202，なし・正・6，〔書状〕（年賀挨拶と歳暮3両の礼。其元山も盛んで当方も寒中気分も良く過ごし
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ている），味方但馬家（花押）→樋又右衛門尉殿返報，一紙15．1×68．8，裏に「本紙口
口保定ぬしへ遣ス」との張り紙あり
203，なし・8・27，〔書状〕（山況が良く8月初十日に鍵70荷余出た事を喜ぶ。蔵人・宗遊手代が
　　　来たそうだが、何を言出しても心配するな。もし御鷹野で訴えようとしても、内々に牛介殿へ申
　　　入れたところ、そのような者は打鄭するとの事であるから安心せよ。そちらの山につき頭共へ油
　　　断せぬよう申付けよ。私はこちらにいて、其許の事はわからないので、宇右衛門・孫兵衛と談合
　　　　し出入りなきようにすることが肝要である。此度五郎兵衛も来るとのこと、こちらの様子を聞き
　　　届けさせて遣わしたいので、こちらに留置く。又、山師中が何と言っても問題ないので気遣いせ
　　　ぬよう），味方但馬家（花押）→樋次右衛門殿人々中，折紙33．0×44．6，
204，なし・卯・19，〔書状〕（宇右衛門も髪許薬で元気になり、今17日に湯治に行くが、其許の山
　　　の取扱いには満足しており、今後も油断なきよう頼む。また留守中大工共へ落度なきよう申付け
　　　てほしい），味方但馬家重（花押）→樋治右衛門尉殿まいる，折紙32．4×44．6，折り目
　　　破損あり
205，貼紙「元和6冬」・閏極・10，〔書状〕（歳暮挨拶、嘉例の銀1枚もらった礼。来春早速帰国の
　　　予定及び割間歩につき書付日記上申したが奉行衆同心なく安心するよう等知らせる），味方但馬
　　　家（花押）→樋治右衛門殿まいる，折紙32．8×45．0，虫喰いあり。　『金銀山文書の読
　　　み方調べ方』から本紙解読部分コピー同封
206，なし・霜・28，〔書状〕（山盛況で虎介等息子達無事の由、満足の旨。また鍵の分け前3ヶ1に
　　　仰付けられ、増してほしいと訴訟したが今はこのままとし、市左様が来たらきちんと定めてもら
　　　うので安心してほしい。尚越後で伊与様御蔵米を全部但馬方で買うので、銀をわたすよう依頼。
　　　詳細は宇右衛門・孫兵衛に伝えるので宜敷く），味方但馬家重（花押）→樋治右衛門殿人々御報，
　　　折紙33．0×45．1，
207，なし・4・26，〔書状〕（改年の挨拶と婚礼の祝辞を述べ、当方及び安太夫家内も元気な事、無
　　　沙汰している事を詫びる），長野善太夫重矩（花押）→味方孫太夫様御報，折紙30．9×43．
　　　　4，虫喰いあり
208，なし・10・8，〔書状〕（昨日面会の礼と佐渡へ遣わしたいとの紙包み、継飛脚で送るのは容易
　　　だが、嵩ばるなら遅くてもよければ彼地の役人が来るので帰便に預け、書状だけ継飛脚で送る旨），
　　　鈴木三郎九郎→遠藤三清老，一紙16．6×44．9，虫損部分を裏打ち補修、外に虫喰いあり、
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行間に落書き様の墨跡あり
209，なし・6・4，〔書状〕（去る2日、継飛脚で書状送ったが届いたか。其許万事油断無きよう申付
　　　けるよう），御手四兵衛（花押）→御手洗弁之助殿まいる，一紙15．7×45．8，
210，なし・7・7，〔書状〕（進物に対する礼状），御手洗四兵衛憲明（花押）→向家七右衛門殿，一
　　　紙30．3×44．9，虫喰い・折目破損あり
211，なし（万治3ヵ）・10・24，〔書状〕（公方御不例快癒の件、堀田正信諌書提出一件の通知、
　　　勘定の者帰着したか知らせよ、来春飢謹と思われるので国中その心得すべき事、公儀へ申上の件
　　　は時期でない事、割間歩ほか山況知らせよ），御手洗四兵衛憲明（花押）→久保新右衛門外留守
　　　居役3人，折紙31．2×45．5，この書状『佐渡国略記』四（全文）・『佐渡年代記』巻三
　　　　（一部欠）に記載あり
212，なし・正・17，〔書状〕（今宵、暇であれば話したいこともあるので御来訪を待つ旨），味方孫
　　　太夫→安田与一左衛門様，一紙28．3×41．9，
213，なし・5・19，〔書状〕（便り、書具など頂戴し母も感激している。一ッ書の条々、常に心がけ
　　　る旨。彼方から難し気に申来たが気遣いなきよう。また奉行衆へ御礼に来年行くか、お考えを決
　　　めてほしい。かの大工頭共の古筆を御奉行中へお見せ下さるとのこと恭なく存ずるなど），味方
　　　孫太夫家（花押）→鎮目市左衛門様貴報，折紙34．9×49．5，裏にこの書状を手本に手
　　　習いをしている
214，なし・9・15，〔書状写〕（去年九郎右衛門様肝煎りで蔵人と泥懇になったが、以後但馬の山々
　　　　とくに割間歩支障が出ては困るので、その心得なさるよう。また替えてもらった小判代銀手形は、
　　　勘右衛門様に申上げ其地の宇右衛門・孫兵衛から付替えるつもり。尚、落馬されたとの事、心配
　　　　している。但馬も気分良くないが養生しているので、心配されないよう），味方但馬家重（花押）
　　　→進上鎮目市左衛門様尊報，折紙27．0×39．1，この状、土蔵ににあったので、写し置く
　　　　よう広間役から祖父へ渡されたので、写置いたとの孫太夫定保の張り紙あり
215，辰・3・11，〔書状〕（割間歩大盛りで国中も潤っており、法流も失念なき事を喜び、其地の日
　　　受様へ参行が肝要の事、一度会いたい事、金子恵与の礼など），日圓（花押）→味方孫太夫様御
　　　報，一紙16．1×76．0，上半分汚損・破損部分裏打ち補修
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216，なし・8・8，〔書状〕（今秋中使う油が必要なら駿河守蔵にあるものを相場で渡すので四兵衛殿
　　　　と相談するよう），口口作右衛門盛（花押）→村井宇右衛門様・山田孫兵衛様，折紙35．
　　　　4×52．0，鎮目・竹村御両所様よりの状三通、鈴木三郎九郎様よりの分共とある後世の包紙
　　　付き。包紙隅に「寛永三」と書付あり
217，文政13・6・写，〔酒井家系・河住家及び高野家略系図〕（いずれも佐渡地役人。酒井先祖、酒
　　　井雅楽頭を揮り奥野七郎右衛門に改名。その一男に味方家娘嫁ぐ），味方孫太夫金吾（写），綴2
　　　　4．5×17．4、10丁，家蔵書を写とある。朱加筆、味方娘の箇所に張り紙あり
218，なし・10・7，〔書状〕（会津まで飛脚遣わされ金策できないとの事であるが、安太夫も大切な
　　　年であり、何とか願いたい。そちらの願事は図書殿などへ依頼しているなど），（長野）善太夫→
　　　（味方）孫太様，一紙16．2×90．2，端裏書「安太夫三男長野善太夫より之書簡」
219，なし，系図（味方家始祖の近江源氏村井系図，味方9代光林までを書く。家紋、塚原根本寺寄進
　　　の鐘銘文・燈籠の文様図あり），，竪帳24．5×17．4、表紙共23丁，明治3年の記述あり。
　　　表紙隅に「No2」のペン書きあり。虫喰いあり
220，なし（元和8、9年ヵ），元祖但馬守家重所有割間歩坑内古図（小葉田淳著書から、この図の解
　　　説部分などのコピー3点同封），山士味方但馬，絵図87．0×93．7，彩色　包紙に表題と
　　　「味方氏世蔵」の書付。破損など痛み激しい。裏打ち済み
220付，なし，〔先祖書部分〕（初代但馬の家康より拝領品に関する部分と二代但馬拝領品に関する部分
　　　　の2葉），，一紙23．5×22．7、22．5×31．0，裏打ち発注の際、元の裏打ちに使
　　　　われていたとして、業者がよこしたという。以前の調査（新潟県史ヵ）の時に使用した茶封筒
　　　　同封
221，元禄12・2・28，□考戊牛火性御名乗字（6代目の名乗り「経貞」とする占い），天野慶民
　　　見伯（花押）→味方孫太夫殿，一紙19．0×69．8，「御実名」とある包紙に221～22
　　　　4が入っていた。朱註、朱のしるしあり。虫喰い・汚損あり
222，宝暦6・閏11・吉，応求考之（9代光林実名「重経」とする占い），考者黙子（朱角印）→味
　　　方孫太郎殿，折紙28．2×38．8，朱註、朱のしるしあり。虫喰いあり
223，元禄15・8・大吉日，奉極御判形（6代経貞の書判を決める占い），金剛院慈海（花押・朱角
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印）→味方孫太夫殿，一紙18．5×58．8，端書に「七代」を「六代」と訂正している
224，宝永6・正・25，戊午歳火性御判（7代重榮書判を決める占い），村尾文兵衛→味方孫太輔様
　　　参，一紙18．2×32．5，経貞を重榮と訂正してある
225，なし，佐州塚原先代墓所之図（大五輪の「正面卯寅」と朱書があり未・未申に朱線が引かれ、そ
　　　の付近にも墓が描かれている），味方孫太夫，絵図47．7×32．9，226と共に畳んであ
　　　った
226，なし，〔先代墓所写生図〕（上記225の半分、大五輪を中心とした辺りの図），，絵図24．4×
　　　　33．9，墨書、朱で「東」とある
227，なし，鬼形鬼子母神（御影木版図。「中山御祈本尊宗祖大士御自作」とあり日顕の署名・書判あ
　　　　り），，絵図63．0×23．2，包紙に「御影」との書付と日顕の朱印あり
228，年月なし・5日，〔書状〕（忠孝は欠くべからざる大義だが、身体なくしては仕方がないので、速
　　　やかに療治するよう忠告），［］→和田顕忠様一紙15．4×28．8，下半分墨で汚損
229，亥（明治8ヵ）・8・，〔戸籍につき控え書〕（松木義民伜藤一を味方金吾方へ、味方金吾二男房
　　　次を萩原宣教方へ送籍の件），味方金吾→第一大区小区区長御中，一紙12．4×25．3，，
230，なし，〔保科正容はじめ会津松平家略歴〕，，一紙20．1×16．9，52の長野安太夫関連力
　　　　朱註あり
2　未調査で新潟市自宅に保管されていた文書資料
新1，壬辰（明治25ヵ）・8・，大朝鮮國鑛務留学士朴晶奎・具然寿・朴致雲三君留学於本州業成臨去
　　　賦呈（漢詩），大日本佐渡味方友次郎源重成再拝，一紙35．1×38．1，
新2，永禄9・10・吉，〔新當流秘伝書〕（武芸〈鑓ヵ〉伝書と思われる），春常（花押）→藤原朝臣元
　　　資，巻子16．5×584．0，彩色　系譜中に塚原卜伝あり。前欠、虫喰い・継目はがれあり
新3，不詳，〔日蓮書状3通写し〕（建治元・6・16付　国府尼御前御書、弘安3・7・2付　千日尼御
　　　返事、弘安元・7・28付　千日尼御前御返事），日蓮→さとの国こうの尼御前・故阿仏房尼御前
　　　御返事・佐渡国府阿仏房尼御前，巻子18．6×874．0，最初に建治元・9・3の「阿仏房尼
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　　　御前御返事の内一谷入道念仏者だが法華経10巻渡す」との部分写しあり。いずれも原本は妙宣寺
　　　所蔵の録内書状。
新4，なし，「未詳　再検討のこと」とマジック書きある茶封筒（以下新5から新13まで9点入り），，
　　　封筒25．5×16．3，
新5，なし，〔味方家所蔵の書状書上げ〕（12通分），，一紙16．4×19．5，
新6，なし，晴川法眼養信（曾子・顔子・文宣王・孟子・朱子との書付と巻物らしき図の墨書及び朱書で
　　　正月の供物か鏡餅・かや・洗米などと書かれた皿などが描かれている），，一紙23．7×33．5，
新7，安永8・6・14，〔古書包紙〕（御土蔵にあったと内田源太夫が下さった古書との味方孫太夫書付
　　　あり），味方孫太夫，一紙23．7×34．0，中の古書は新5によれば213ヵ
新8，欠，〔書状断簡〕（拙者、明日出立、秋中帰参の文言あり），欠，一紙30．9×24．5，前後欠
新9，なし，先祖之もの江文通之類七通（書状包紙），，一紙23．3×33．8，弐通を訂正して七通
　　　としている
新10，なし，先祖之もの諸向江之文通之内九通（書状包紙〉，，一紙27．8×40．0，「拾通」を訂
　　　　正して「九通」とし、1通は故あり他へ遣し残り9通と書付あり
新11，なし，四御奉行様より之御鯛書御書付壱枚（文書包紙。瑞4が入っていたか），，一紙24．9×
　　　　34．0，端書「慶長十九癸丑」　中に慶長十八癸丑年を訂正して十九甲寅と書いた小紙入り
新12，なし，御手洗四兵衛様より之御状五通（書状包紙で209～211・瑞6・瑞7を包んでいた
　　　　か。「外御子息御同苗弁之助様へ之御状壱通」との付り書あり），，一紙24．5×33．9，中
　　　　に堀田正信万治三年諌書上申、佐倉引籠りの件を書付けた小紙入り
新13，（天保2・7・朔ヵ），〔古書類を入れた袋紙〕（江戸表目付、諸国由緒取調引直しに付、奉行鈴
　　　　木傳一郎へ拝領時服・扇子、系図、古書状など見せた件と差し出した古書類が書上げてある），，
　　　　一紙（元は袋）27．7×39．4，「〆九包」とある。端に此紙は袋だが諸事1青が記してあり、
　　　　且つ11代定保の書跡なので別にしておく旨の張紙あり
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新14，なし，「保存古文書追加資料※味方但馬所有の京都屋敷あと古図」と重憲氏ペン書きの茶封筒
　　　　（以下新15・新16入り），，封筒33．2×24．0，
新15，（寛文2・9・），新板平安城東西南北町井洛外之図（コピー），伏見屋，コピー貼合せ41．
　　　　3×62．0（図のみの大きさ），
新16，（承応3・5・），新板平安城東西南北町井洛外之図（コピー），板元北山修学寺村無庵，コピ
　　　　ー貼合せ49．6×77．0（図のみの大きさ），便箋に重憲氏記の萩野由之著『佐渡人物誌』
　　　　味方但馬の項から京都の屋敷に関する部分を抜粋し、セロテープで貼付けてあった（剥がして保
　　　　存）
新17，（不詳），割間歩絵図但馬守所持味方家蔵修復前（220の絵図裏打ち修復以前の写真3枚、
　　　　内カラー1枚），，カラー12．6×17．7白黒12．7×17．9・18．1×20．3，
新18，89（平成元）・3・21、89・11・7，〔京都妙覚寺味方但馬墓所写真〕（カラー2枚），，
　　　　11．　8×8．　2、　12．　0×8．　3，
3　瑞仙寺に保管されていた文書資料
瑞1，寛文元・7・24（文政7集輯），〔金銀山切山望所書〕（相川・鶴子で御直山として取立て有望な
　　　場所についての各山師書上げを、文政7に味方定保が貼合せたとの裏書あり），味方孫太夫ほか1
　　　0名→御奉行様，巻子仕立29．0×200．3，11点貼合わせ。破損・虫喰いあり。橘鶴堂文
　　　庫「銀山切山届所廉書」に写しあり
瑞2，なし・6・18，〔書状〕（西山丹波に預け書状を遣わす。割間歩大水貫、宇右衛門・孫兵衛入精で
　　　完成間近とのこと喜ばしいが、折々見回って宇右衛門と相談し、各々へ下知するよう。貴殿も成人
　　　したのだから間歩等の事はよく承知すべき事、酒は過ごさぬ事、庄兵衛を養生させ元気で割間歩を
　　　仕遂げるよう。来春来るよう播磨殿と相談せよ。私も7月にはそちらへ行く。治右衛門殿は今月
　　　6・7日頃上京、大御所様は先月28日に京へ出立されたが、治右衛門が早く着くと思われ、私も
　　　早々に京へ参り話をするつもりである。），鎮市左衛門（花押）→味孫太夫殿，折紙33．7×4
　　　8．5，虫喰い・摩滅あり
瑞3，なし・7・16，〔味方孫太夫と村井宇右衛門・山田孫兵衛出入裁許口上書〕，伊播磨康勝・酒雅
　　　楽忠世など6人→竹村九郎右衛門殿，折紙34．2×48．0，花押なく写しカ。寛永9御書付安
　　　永4まで144年になるとの貼紙あり
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瑞4，なし（慶長19ヵ）・8・16，〔味方但馬大工40人欠落につき探索触書〕，田　十左・間　新左
　　　など4人（黒印）→佐渡中，一紙18．0×26．5，虫喰い・汚損あり、裏打ち剥がれかけてい
　　　る
瑞5，延宝9・8・，雲子新見立之絵図（岡絵図。立合を朱線で示す），味方孫太夫，絵図34．5×7
　　　4．5，彩色　虫喰いあり
瑞6，なし・10・20，〔書状〕（脇差し、塗りを申付けたので様子を知らせてほしい。佐渡及び安藤治
　　　右衛門から露生への誹物持参を頼み、有り合わせの上下一具、祝儀に差上げる。尚佐渡への書状2
　　　3日に認めるので、そのつもりで），御（手洗）四兵衛憲明→味方孫太夫殿まいる，切紙15．
　　　6×45．5，虫喰い・クリップ錆跡あり
瑞7，なし・2・26，〔書状〕（20日の火事お城無事。年始祝儀塩鯛など過剰の事。太郎兵衛からの説
　　　物届いた。割間歩山況良くなっていることを喜び、新間歩普請もう少しとのこと油断なきよう。当
　　　年も渡海するのでその節達すべき旨），御手（洗）四兵衛（花押）→味方孫太夫とのまいる，一紙
　　　15．1×72．4，前半欠。裏打ちしてあるが、虫喰い・汚濁・クリップ錆跡あり
瑞8，なし・8・8，〔書状〕（藤右衛門が参り願い通り鍵分けとなったとの事、満足している。治左衛門
　　　殿の御越し遅く心配している。山で気絶えありとの事、早々飛脚を立て知らせよ。ともかく山の様
　　　子を急ぎ知らせてほしい），味方但馬家（花押）→村井宇右衛門殿・山田孫兵衛殿まいる，折紙3
　　　4．8×52．5，折目痛み・クリップ錆跡あり
瑞9，慶安2・中秋・中旬，判形極意定（味方次助書判考案授与書），天文博士安部易誉（花押）→味方
　　　次助殿，一紙24．4×35．5，朱線あり。クリップ錆跡・汚濁あり
瑞10，弘化2・12・，先祖書（4代まで書上げ），佐渡奉行支配山師味方孫太夫　朱で「三省」と加
　　　　筆あり，竪帳、6丁24．5×17．1，上下角破損・虫喰い・クリップ錆跡あり
瑞11，なし・12・1，〔書状〕（望み通りの切米、弥太郎へ下されると親子共々御前へ召出され御誌が
　　　　あり、合わせて竹村丹後・藤兵衛父子も加増。藤兵衛は石見におり、丹後が御礼申上げたことな
　　　　どを知らせ、来2月お越し下さるようとある。），竹村九郎右衛門（花押）→味方孫太夫殿まいる，
　　　　折紙32．7×44．5，竹村丹後父子は石見銀山奉行。虫喰いあり
瑞12，嘉永5・6・写（寛保3・4），甚五間歩・青盤間歩鋪内振矩絵図（寛保の元図を山方役吉田藤
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助所持しており、天保2年6月に山師嶋川左右兵衛が写したものを再写との端書あり），かなご
金兵衛写（振矩数右衛門），絵図96．0×161．0，彩色虫喰い・破損・貼り合せ部分剥が
れ・セロテープ補修跡あり。和紙に包む
瑞13，なし（明治25・4・ヵ），御中啓壼握（中啓贈与の目録。付記「絹吊紗桐箱添」），，折紙39．
　　　　5×52．8，以下瑞16まで工9の中啓と共に桐箱入り
瑞14，なし（明治24ヵ）・12・，〔書状〕（故宮追悼祭へ懇篤礼状。又、詠進の侍寄の写し御覧にな
　　　　り満足の旨），久週宮家扶→味方友次郎殿，一紙17．5×48．9，
瑞15，（明治25）・3・11，〔書状〕（故親王御染筆物、請求により調べたが申出の物、見当らない
　　　　ので、御遺物の中啓なら進呈する旨），久圷宮家扶→味方友次郎殿，一紙18．0×58．9，
　　　　郵便封筒付き（19．2×7．5）。宛先住所は相川町左門町、3月18日の着印あり
瑞16，明治25・4・，〔故宮殿下遺品下付状〕，久遍宮家扶→味方友次郎殿切紙19．5×36．1，
　　　　瑞15と同封。本来、瑞13の付随文書と思われる
4　瑞仙寺保管資料の管理文書類
管1，平成6～平成11，味方家文書（ほか）目録（瑞仙寺保管のもの）（虫干し時の照合・記録に使用。
　　　三浦啓作氏が作成、ワープロうちしたものをコピーして使用。平成6・9・15、同9・8・23、
　　　同11・9・15、年なしの4枚あり），，B4コピー用紙ビニールファイルボードに挟む
管2，（昭和）51・4・3，在中品（瑞仙寺保管の史・資料9品目書上げ。虫干し時の確認記録），（味
　　　方）重憲記，一紙31．8×42．5，二つ折りで上部のみに書く、ペン書
管3，（昭和）54・9・8，在中品（管2に同じ。立会人ヵ味方重憲・重樹・ハナ、白倉正一・淑子、
　　　味方重雄の記名あり），（味方）重憲記（重雄を訂正），一紙（障子紙ヵ）28．0×61．0，ペ
　　　ン書
管4，平成7・10・3～5，新潟県立文書館古文書くん蒸記録書（両津市郷土博物館で実施した燥蒸終
　　　了書），新潟県立文書館→味方重憲様，一紙（印刷物）25．6×18．2，右下隅に「NQ　31」
　　　とのボールペン書あり
管5，（昭和）46・7・28，風入れ（虫干し実施日の記録），，便箋23．0×17．6，立会人ヵ新
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　　　潟　味方みと・貞子・伊知郎さん、磯部さん外三・四名出席とある
管6，昭和47・7・30，風入れ（同上），味方重雄，一紙31．7×8．2，光栄山瑞仙寺の朱印あり
管7，昭和51・4・2，風入れ，味方重憲，一紙28．0×18．2，「昭和五十二年六月二四日筑摩
　　　書房転写重憲」との追記あり
管8，（昭和）59・8・9，風入れ，新潟味方重憲，一紙24．0×33．3，立会人ヵ白倉淑子・
　　　黒木千秋、田中圭一先生外三名とある
管9，昭和62・8・15，風入れ，新潟味方重憲，一紙28．0×36．6，味方重樹、三浦氏・
　　　くママ　　　　磯辺氏外四名とある
管10，平成元・9・24，風入れ，新潟味方重憲・重樹，一紙28．0×31．8，佐渡三浦氏
管11，平成3・8・26，風入れ，重樹記，一紙28．0×32．5，新潟味方重憲・ハナ・重樹、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くママラ　　　　六日町　富所義五郎・キク、佐渡磯辺氏・三浦氏他四名
5　工芸品資料
番号，品名，材質・形状など，大きさ（cm），備考
工1，味方但馬守家重絵像，絹本彩色・軸装，80．7×45．6（画面大きさ），中央に御題目と花押、
　　　右下に元和9・卯・8（家重没年月日）、左下に瑞仙院日螢霊儀（家重戒名）の墨書あり。平成
　　　9・4・京都にて修復、その際の桐箱・紙箱入り
工2，味方家先祖（伝4代目）絵像，紙本彩色・軸装，59．0×31．0（画面大きさ），中央に心蓮
　　　院妙清日受・覚1生院寿斎日仁（4代目夫妻戒名）、右下に日圓花押、左に妙法蓮華経是大摩詞桁衆
　　　生如教行自然成仏道との墨書あり。「四代肖像画、同夫妻戒名、根本寺第十九代日圓上人筆」との
　　　重憲氏書付と共に和紙に包まれている。紙折・剥離など傷みあり
工3，伝徳川家康より拝領茶碗（金の葵紋つき），伝肥後八代焼，径11．4・高6．4，ヒビを金継ぎ、
　　　和紙で補修。碗内に綿を詰め欝金染め布2枚に包み後代の桐箱入り
工4，伝徳川家康より拝領慰斗目（地色焦げ茶、松笠・松葉の縫取り模様あり），絹・小柳綾織計測せ
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ず，家康着用品を拝領と伝う。葵の縫取り五つ紋付き。縫い目を解き裂の状態。痛み激しい。桐箱
に折畳んで入れてあったが今回箱入れ替え
工5，伝徳川家康より拝領銀地牧馬図扇子，紙本・竹，長さ30．
　　　痛み激しい。工6と共に木箱入り
3・骨12本，扇面切れあり、両端の
工6，伝徳川家康より拝領金地雲間に松竹秋草模様扇子，紙本・竹，30．3・骨10本，扇面切れあり
工7，伝味方家重常用銀地ほととぎす和歌墨書扇子，紙本・竹，30．6・骨9本，扇面切れあり。骨折
　　　れ、要とれて紙こよりで留めてある。「近衛殿御直筆由縁備後守へ被下候由二而もらい候」と端書
　　　きある和紙に包み工8と共に木箱入り
工8，伝味方家重常用桜樹図扇子，紙本・竹，30．8・骨9本，扇面切れあり
工9，金地松に鷹・日出図中啓，紙本・竹，32．
　　　共に紐付きの桐箱入り
0・骨15本，絹吊に包み、瑞13～瑞16の文書と
工10，修復前の味方但馬守肖像画軸装金具（軸の両端の金具2個を繋いである），材質不詳、蓮華模様
　　　　彫金、径2．4・1個の長さ2．45，修復業者が2個繋いで返却してよこした。「修復前の味
　　　　方但馬守肖像画の軸、両端に装着の金具　平成九年四月修復　十六代重憲記」との書付と共に和
　　　　紙・ビニール緩衝材で包み桐箱入り
工11，伝但馬家重使用の弁当の箸，竹ヵ、径0．4～0．2・長さ14．0と14．8，但馬が坑内に
　　　　行くとき持って行ったと伝える。和紙に包み重憲氏手製の箱入り
6　資料収納容器類
番号，保管物・品名，材質・大きさ縦×横×高（cm） 箱書き等，備考
容1，文書1～230入りの新潟県立文書館の箱，中性紙31．0×41．0×26．
　　　保管していた
3，新潟市自宅で
容2，工1味方家重絵像入り箱，桐72．5×10．2×9．9，箱表書き「味方但馬守家重肖像画」、
　　　蓋内側「平成九年四月　京都松鶴堂ニテ修復十六代味方重憲陶工数右工門謹書（朱印）」，箱の底
　　　部に掛軸を受ける半円形の剖りがある木枠あり。掛軸は和紙に包み収める。瑞仙寺で保管していた
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容3，容2外箱，紙73．1×10．5×10．3，「京都宇佐美松鶴堂謹装
　蔵」のシールあり。更に和紙で包みビニール紐で結ぶ
味方家重肖像画　味方家
容4，瑞仙寺保管文書・工芸品（瑞1～16、管1～11、工2・3・5～9）入り背負い櫃，本体は
　　　柳・藤など編細工で、表面は黒漆塗り内側は紙張り。枠と背負い部分木製、隅は金具、金属の蝶
　　　番と錠前通し及び背負い紐通しがあり、片方の藁編みの背負い紐の一部が残存。40．3×45．
　　　9×59．8，正面中央に金色の葵紋と朱で「拝領物」、両側面に金色の葵紋、背面に朱で「味方
　　　孫太夫」と書いてある，鉄製錠前6．5×2．2を「錠前一ヶ（鍵なし）」とペン書きの和紙に包
　　　みビニール袋に入れビニール紐で結んで櫃内に保管
容5，工5・工6拝領扇子入り箱，桐33．0×4．8×3．1，箱表書き
　　　子は各々和紙に包み互違いに入れる。箱は和紙で包み糸撚り紐で結ぶ
「御前御指ノ扇　二本」，扇
容6，工7・工8家重常用扇子入り箱，桐33，1×4．9×3．6、箱付きの皮紐で結ぶ。蓋に埋木補
　　　修跡あり，箱表書き　「味方但馬家重常［］扇子」，扇子各々和紙包み互違いに入。箱は薄緑色の
　　　絹布に包む
容7，工9中啓入り箱，桐34．1×15．6×9．2、留金具付き組紐で結ぶ，，中啓は絹吊に包んで
　　　入れる。箱底部に中啓を受ける木製枠あり。箱は和紙で包み房付き白色組紐で結ぶ
容8，瑞1～瑞12の文書入り箱，曲げ物、材は杉ヵ、37．7×13．9×9．
　　　せ蓋，左下隅に○に大の墨書あり，箱は和紙で包みビニール紐で結ぶ
7、表面漆塗り、かぶ
容9，工3茶碗入り箱，桐14．5×14．5×11．0、箱付きの組紐で結ぶ，箱表書き「神君拝領
　　　御茶碗」、蓋裏書き　「肥後八代焼　慶長九甲辰年　味方但馬家重」（箱書きは長浜数右衛門氏），
　　　「御茶碗　肥後入代焼」の書付入り。箱の上に「味方但馬家重が徳川家康から拝領した茶碗」と印
　　　刷した紙が乗せてあった。箱は和紙で包みビニール紐で結ぶ
容10，工4慰斗目を入れてあった箱，桐51．3×16．3×10．7、かぶせ蓋、箱付きの組紐で結
　　　　ぶ。但し紐は替えたらしく古い組紐の切れ端が箱内にあった，箱表書き　「拝領御品　味方但馬
　　　　守家重」、蓋内側　「自神君　拝領　御扇子二握　御茶碗一　御慰斗目一　味方金吾」、箱内側底
　　　　部　「慶長九甲辰年　味方但馬守家重」，「徳川家康よりの拝領品」とある画鋲跡ある紙入り。油
　　　　紙に包みビニール紐で結ぶ
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容11，工10軸装金具入り箱，桐8．3×8．2×5．5，箱表書き「修復前の味方但馬守肖像画軸装
　　　　金具」（重憲氏筆），布紐で結ぶ。新潟市自宅で保管していた
容12，工11但馬家重の箸入りの箱，合板・発砲スチロールヵ重憲氏手製18．9×3．65×3．3，
　　　　箱表書き「但馬家重使用の弁当の箸　十六代重憲記⊥新潟市自宅で保管していた
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、 ユヌ・ ’ψ
味方重憲・ 田中圭一
この対談は味方家資料の寄託にあたり、佐渡金銀山における味方但馬をはじめとする味方家が果
たした役割と、その資料を伝存した意義を再確認するため、対談者の了解を得て、 『第8回全国天領
ゼミナール記録集』 （1993年8月5日発行）から再録した。
※名前など一部補訂

（味方）
　私、只今ご紹介いただきました味方でございます。私は味方家16代に当たる者で、佐渡の郷土史に大変
深い関心を持ちながらも、まだ今日まで手をつけることが出来なくて残念に思っております。
　この度のゼミナールに当事務局から「相川鉱山と味方家」というテーマで研究発表をしろ、というご指
示があったのでございますが、皆様方のご参考になるような資料の持ち合わせもございませんので、再三、
ご辞退申し上げましたが、お許しが得られませんで、仕泥（じくじ）たる思いで出てまいりました。
　私は戦後、佐渡金山の実態を調査研究しておられます筑波大学の田中（圭一）教授、又、佐渡博物館の
本間（寅雄）館長、それから京都大学の小葉田（淳）名誉教授、既に亡くなられましたが、三菱金属の麓
三郎氏など、諸先生の著書を拝見いたしまして、佐渡金山と味方家の関わりを詳しく知った次第でござい
ます。そのような次第でございまして、本日の私に与えられた演題は大変荷が重うございますので、田中
先生にご無理をお願いいたしまして、ご助言をいただきながら話しを進めてまいりたいと思っております。
　初めに、相川鉱山となっておりますので、まず田中先生にお話しをお願いしたいと思うのでございます
が…　　。
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（田中）
　田中です。
　相川の鉱山の中で味方家が果たした役割をお話しいただくわけですが、私の方から相川の鉱山をどうい
うふうにみるかということについて、ちょっとお話しを申し上げておきます。
　先程、菊池（健策）先生からお話し（この対談の前に菊池氏の「半田銀山史」の研究発表があった）が
ありましたように、鉱山には非常に発展をした時期と、それから衰えた時期があります。それを相川鉱山
についてみますと、一番最初に鉱山が繁栄したと言われているのは1600年の頃、大久保長安の時代であり
ます。実は、これは相川ばかりでなくて、先程の半田の場合もやっぱり慶長の頃と言っております。「石
見銀山旧記」という石見銀山のものをみましても、やっぱり慶長の頃繁栄したと。秩父鉱山をみても慶長
の頃繁栄したと。いずこの銀山、あるいは金山も慶長の頃の繁栄説を掲げます。
　その次に繁栄をしましたのは、相川の場合は1620年代から1650年までの間、鎮目市左衛門という人の時
代であります。以下、簡単に申せば、1700年頃に荻原重秀という人、元禄という時代がありますが、この
ときにも繁栄をいたします。それから、その次の繁栄期は弘化・嘉永期。これも先程半田銀山のお話しが
ございましたが、同じ事柄であることに気が付くのであります。
　ところで、全国の鉱山が繁栄期と衰える時期がみんな同じであるのかということについては、若干考え
てみる必要があるかと思うのであります。結論だけ申し上げますが、実は鉱山が繁栄した時期というのは、
鉱山に対するお金の投資額が非常に大きかった時期であるということと不思議に一致いたします。ですか
ら、これはきっと鉱山に鉱石があったか、なかったかではなくて、この国にとって、あるいは、その藩に
とって、どれだけ金銀が必要であったかどうかに関わっている、そういうふうに考える方がよろしいかと
思うんであります。それを私どもは、今日までは、鉱山というものは鉱石があったかなかったかで、繁栄
と衰えを考えてきたというところに、あるいは若干の誤りがあるかもしれないと思うんであります。
　それで具体的に相川の場合についてみますと、大久保長安の時代というのはどんな時代だったのかとい
うと、それは貿易のために金銀が大変沢山必要とされた時期であります。ポルトガル以下、イスパニアや、
あるいはオランダやイギリスなどと貿易を盛んに始めた時代であります。この時期に大久保長安が佐渡の
鉱山を支配するわけです。大久保長安は、佐渡を支配したばかりでなくて、島根県へ行けば、大久保長安
は石見銀山の人というふうにやっぱり言うんであります。
　別段、大久保長安は佐渡に居たわけでもないわけで、2回だけちょっと佐渡へ来ておりますけれども、
実態はそんなものであります。無論、今日出てくる味方但馬も同じで、別段、ずっと佐渡に居たわけでは
ないんでして、そういう意味では、私どもが手狭に考えているところは若干訂正の必要があろうかと思う
んであります。
　ところで、この長安の時代に、何で長安が鉱山を発展させたかというと、実は、長安が鉱山の経営に成
功した秘密というのは、坑道掘りという発掘の技術に支えられているわけであります。相川へ行きますと、
何とか間歩、という言葉が聞こえてまいりますが、あの間歩というのは坑道掘りを示す用語であります。
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　さて、鎮目の時代に鉱山を繁栄におもむかせたのが、この味方家であります。で、鎮目市左衛門という
人物は山梨県の鎮目村の出身ですので、在所を名乗って鎮目市左衛門というふうに名前を付けているわけ
ですが、この人は記録によると、幕閣の中でも数学の出来た人だというふうに記録されております。で、
どういうふうに数学が出来たのかということは、彼の鉱山の経営法に非常によく現れるわけであります。
具体的に一つだけ申しますと、彼がやりましたことの一つに、相川で市民に販売する米の値段を2割程安
くするという政策があります。そのことと数学と何の関係があるか、と私ども考えるんですが、実は、鎮
目市左衛門は、鉱山で働く人達に米の値段を低く下げてやれば、金銀の生産費を低く抑えることが出来る
ということに気付くわけです。こういうふうに物の生産費を低く抑えることが非常に必要であるというこ
とは、金銀の生産費というものが高ければ、鉱山は経営していけなくなってくるという実状を示すもので
あります。ですから、この鎮目の時代に、鉱山が繁栄におもむいたというのは、ある日鉱石がどこかで発
見されたというようなことでなくて、このやり方、これは、ちょうど今の企業の経営のやり方と同じだと
思うんです。成功するかしないかということは、原料がどうであるとか、製品力涜れるとか売れないとか
ということもあるでしょうが、安く生産できるということが一つの原因であろうと思うんであります。
　で、もう一つは、この味方がやるわけですが、どれだけ沢山出ても一定割合以上は取らないということ
を鎮目がやるわけです。沢山出ても一定以上取らないということは、鉱山を掘る人達がふんばってやるこ
とにつながります。そして、一定以上取らないということは、それを得た味方という人物が、得たお金で
更に鉱山に対して全力で投資するということを促すと思うんであります。味方但馬が非常に繁栄をしたの
は、この一定以上取らないという、鎮目の政策によるものでありますし、同時に、しまいに味方が全財産
を相川の鉱山に投入して、全財産、江戸や京都に持っていた全財産を失ったというのは、その子孫の失敗
策ではなくて、味方がこういうふうに自分が利益を得た鉱山を、自分の鉱山だと考えたことによるのであ
ります。鉱山が味方の時代のあと、1657年に味方は鉱山を放棄するわけですが、その頃から、鉱山が次第
に衰えていきます。
　佐渡鉱山、これは日本最大の鉱山でありましたが、この鉱山で金銀が出なくなるものでありますから、
幕府は銀の貿易をここでストップいたします。要するに、外国との貿易を停止するわけであります。それ
が私どもの教科書に出てくる鎖国であります。
　鎖国というのは、直接的には輸出すべき銀がなくなったので、そこでやめたことから起きてくるわけで
す。味方の繁栄期というのはこういうところである。この後のことを申しておけば、元禄という時代に荻
原重秀という佐渡奉行がやって来て、今残っている南沢大疏水という、15万両のお金をかけて作りますが、
このときが一つの繁栄期であります。しかし、このときは、国内で流通すべき金や銀を必要としたときで
あります。これは貿易銀を得ようとしたのではなくて、ともかく絶対に（まだ紙幣が流通しませんから）
金銀を掘らせなければならないと。ですから、先程紹介のあった麓先生は、幕府が投入した金額と、それ
から、鉱山から掘り出された金銀を比較すると、ほとんど損得なしだ、と、こう書いてありますけれども、
しかし、日本の貨幣総量は絶対的に増えたわけであります。そのへんのところは、今日ではもう見抜いて
かかる必要があろうかと思います。
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　以上、簡単に鉱山、とりわけ味方但馬が佐渡鉱山に関わった時代というのはどういう時代なのかという
ことを申し上げまして、味方が日本の鉱山史、あるいは佐渡鉱山史の中でどういう場所に位置付いている
のかということについて、ちょっとご理解をいただこうと考えました。
（味方）
　それでは、次の味方家について、というテーマでございますが、私のところは、実は、両親、弟妹が中
国へ行っておりまして、終戦のときに青島（チンタオ）から引き揚げております。その関係で、島内に私
の家の由緒書きだとか、古文書というものはわずかしか残っておりませんけれども、その系図、由緒書き、
あるいは代々の口伝え、又、先程申し上げました諸先生の著書を参考にして、とりまとめてお話しを申し
上げます。
　業祖初代但馬でございますが、味方但馬守家重と申します。初代但馬は幼名を村井小次郎といっていま
したが、のちに小次郎貞重と変えています。生まれは近江の国、今の滋賀県でございますね。そこで福島
正則に仕えておりまして、関ヶ原の戦いで功がございまして500石をもらっておったのでございますが、
記録には「故あって」ということで辞めております。今の脱サラでございましょうか。そして、浪人をい
たしておりまして、慶長の初め頃に佐渡へ渡り、島内各地の鉱山を経営しておったようであります。
　但馬の父、村井善左衛門貞政は池田輝政に仕えておりまして、2000石の扶持を受け、晩年は老齢のため
に、池田輝政の所領となりました播州（今の兵庫県）に三方村というのがございます、調べてみたんでご
ざいますが、今の兵庫県宍粟（しそう）郡一宮市、ここに台併されているようでございます、そこに引退
いたしまして、姓を「三方」と改めております。
　昔の武士はそれぞれの村に居を構えた時に、その部落の名前を取って姓に変えているケースがよくある
ようでございます。但馬の父、村井貞政は三人兄弟の末弟でございまして、長兄を貞勝といっております。
この貞勝は、ご承知の通り、京都所司代の村井長門守貞勝でございます。三人兄弟、皆、名前に、貞（さ
だ）が付いております。本能寺の変のときに、織田信長の嫡男信忠は、京都の妙覚寺に宿をしておりまし
て、明智が信長を攻めた時に側にいなかったわけですね。京都所司代をしておりました貞勝がその信忠を
擁しまして、妙覚寺で戦ったのでございますが、明智の軍勢が多くて、寺に火を放って京都の二条城に逃
げております。
　その京都の二条城で信忠、貞勝、貞勝の次弟、それから、貞勝の子供ともども、二条城で戦死しており
ます。
　その関係で、本能寺の変のとき近江におりました三男の但馬の父貞政が跡を継いだ次第でございます。
余談ではありますが、但馬と村井長門守貞勝の関係をちょっと申し上げてみました。
　それから味方という姓が、この「味方」というのはどうしてなったかといいますと、よく新潟県内には
「味方」と書いた方がいらっしゃいます。ほとんどの方が「あじかた」と申すようでございます。これは
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西蒲原郡の味方村（あじかたむら）出身の方に「あじかた」姓を名乗る方が若干いるようでございますが、
私も努めて県内に私の味方（みかた）姓がいないかとさがしましたところ、縁があると思われる方が数人
おられます。その方々のお話しによりますと、口伝えとして、うちの先祖は味方但馬だという方が三条に
いらっしゃいますし、新潟市の松浜という所にもおられます。ところがこれという古文書がないのでござ
いますね。ただ口伝えだけでございますから。いつの時代の分家であるか、それがちょっとつかめません。
なんとか調べてほしいなどと言われますが、調べようがないのです。又、横浜市にも味方但馬の末商だと
いう方がおられるようでございます。皆様の中で、味方という人をご存知の方がいらっしゃいましたら、
但馬と縁のある方と存じますので、お聞かせ願えればお付き合いをしてみたいと思っておりますので、宜
しくお願いをいたします。
　味方の改姓、姓を改めたことですが、但馬が幕府に多額の金銀を上納し、又、但馬の経営する割間歩、
これは相川にございますが、その他、島内数十か所の銀山が繁昌いたしましたので、大久保石見守がその
旨を家康に言上しましたところ、お目見えを許されました。その時に、家康に「お前はどこの出身だ」と
問われ、「播州三方の出身、三方貞重」と申し述べましたところ、お前は良き味方だから、「三方を改めて
味の味方にせよ」、更に、「家康の誰（いみな）、家の一字を与えるから、貞重の重は残して、味方但馬守
家重と名前を改めよ」と、言われたのが味方但馬守家重の改姓のいわれだそうでございます。これは先祖
書きにも書いてございますが、そういうことで家康からもらった名前、又、その際に葵の紋の入りました
時服（じふく）、どういうものを時服というのかわかりませんが、茶碗、金地銀地の扇子、それから、他
の記録によりますと、家康の直筆の文書、家康が使った硯とか墨とか筆とか、汗拭きといいますから日本
手拭いでしょうかね、ほんとに沢山の物を貰っております。
　その次の二代将軍の秀忠にもお目見えして紋服を貰っております。
　但馬の父につきましては先程申し上げましたが、但馬のもっと以前の先祖は、宇多源氏の流れをくんで
おります。これも系図に書いてございますが、宇多源氏の流れですから、佐々木という姓でございます。
隠岐の国出身でございまして、代々の当主は、但馬までは武士でございます。隠岐、出雲の守護職、又、
検非違使を務めております。
　応永年間といいますから1400年位ですか、その頃の当主は足利義満に仕え、江州村井村に居を構えまし
て、佐々木から村井という姓に変わっております。その村井から、さっき申し上げました三方に変わりま
して、三方から更に味方に変わったわけでございます。
　私、ちょっと申し忘れたかも知れませんが、家康に聞かれた時に「お前の出身はどこだ」と聞かれて、
播州の三方と申し上げましたが、生まれは滋賀県でございます。江州でございます。これが、今申し上げ
た話につながっていくかと思います。
　但馬の島内その他の鉱山の稼業について若干申し上げます。これも記録によりますと、但馬が取り立て
た山は、佐渡で57か所、その他、摂州の多田銀山、伊勢の銀山、南部の銀山等と書かれてございます。し
かし、又、鉱山史の研究家の諸先生方の説では、南部銀山につきましては一応入札をしたらしゅうござい
ますが、入札の金額が少なくて落札が出来ませんで、南部銀山は経営しておらなかったのではないかと、
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このように承っております。
　又、この他、兵庫県の川西市というのがございます。この市史によりますと、中瀬金山、兵庫県養父
（やぶ）郡、ここの金山にも関与していた記録がございます。
　それから但馬の信仰についてお話し申し上げたいと思うのですが、但馬は熱心な法華信者でございまし
て、法華宗でございますから、日蓮宗でございます。誠に信仰が篤くて、「おじが妙覚寺に火を放って逃
げた」という因縁ではございませんでしょうけれども、京都の妙覚寺に日奥（にちおう）という有名な上
人がおりました。この方に帰依して、妙覚寺の祖師堂を建立し、又、京都にございます本囲寺（ほんこく
じ）、ここにも建立寄進しております。妙覚寺には但馬の墓がございます。
　又、島内におきましては、慶長18年に、京都の妙覚寺の末寺としまして、新穂村に正教寺というお寺が
ございました。この正教寺は今の根本寺でございまして、但馬はこの寺の日徹にちえん）上人に大変帰
依いたしまして、境内の祖師堂の再建、仁王門その他の堂宇を建立、又、梵鐘の鋳造寄進など外護につと
めております。「塚原誌」の記録の中には、「味方の外護によって山門の面目ここに整った」と記載されて
おります。この寄進した現物は、その後再建されたものもございますし、そのまま現存しているものもご
ざいます。
　なぜ但馬が根本寺にそれほど熱心に務めたかというと、当時の根本寺は非常に荒廃したお寺であったよ
うですが、但馬は日蓮上人の牢獄の三昧堂を偲んで、根本寺の境内の整備に努めたのじゃなかろうかと、
これは私の想像でございます。
　その他、佐渡の実相寺、ここにも堂宇を建立、寄進をいたしております。又、これは祖父から聞いた話
でございますけれども、但馬の信仰心というのは、坑内での過酷な労働と、それから病気、これは、「け
だい」と言うそうでございますが、今で言う酸素の欠乏の病気、酸欠ですね、このようなことで落命した
多くの鉱夫の霊を弔う気持ちの表れであった、というふうに聞いております。
　先程、田中先生からお話しがありましたが、但馬はあまり佐渡にはいなかった、と。私もそうではなか
ろうかと思うのですが、但馬が島外、特に江戸、京都から手紙を沢山送っております。その手紙が若干残
っておりますが、その手紙を見ますと、間歩の経営管理、それから工事に対する督励指示、これは勿論で
ございますが、奉行との折衝、上方、京の方で非常に米の値上がりがあるので、いずれ佐渡も高くなるか
らよく手配をしておけと、このような指示まで事細かく書いてありまして、又、坑内夫の労務管理にも、
こういう気配りがなされていた記録がございます。
　私的なことでございますけれども、但馬は自分の子供、男の子、女の子に対する躾、教育、こういうこ
とまで細かく書き送り、女の子の躾については、変な者に預けては駄目だ、良い方を探して教育をさせよ
と、書かれた手紙も残っています。
　これは私ちょっと面白いと思うことは、佐渡には自分の細君がいたのでしょうが、妻には手紙を出しま
せんで、手代宛に全部送っているんですね。今でしたら子供の教育などは、女房に手紙を送って指示する
と思うんですが。又、手代が病気になったときに、仕事を免じまして、自分が京におった当時でございま
すが、京に呼び寄せて医者の治療で回復させたあと、但馬が度々行っておった有馬の温泉で湯治をさせ、
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病気が大変良くなったということを、その手代の代わりの者に手紙で書き送っております。こういうふう
に身内や自分の使用人に対する細やかな心づかいに比べ、私の子供に対する教育などを考えますと、頭の
下がる思いをいたしております。
　但馬は京都に滞在中元和9年（1623）、61歳で亡くなっておりまして、法名を瑞仙院殿日管大居士といい、
京都の妙覚寺に墓があります。又、これを分骨いたしまして、塚原の根本寺にも墓があります。
　これは代々の言い伝えでありますが、但馬は金銀山の繁栄を願って、伊勢神宮に参詣をして、建造物の
寄進、又、日光の東照宮、身延山にも寄進をしたと父から聞いております。
　伊勢神宮というのは、何年かに一遍、国費で鳥居から建物まで全部作り替えたと聞いております。そう
すると寄進は出来ないかと思うのですが、しかしながら、私が小学5年生のときでございます、伊勢神宮
から父の許へ手紙がまいりまして、実は、味方但馬に寄進いただいた、それが鳥居だったか、石段であっ
たか、建物であったか記憶が定かではありませんが、それが台風で壊れた、と。伊勢湾台風があったと思
いますが、それで寄進された後継者から再度寄進をお願いしたい、というお手紙がまいりました。父は学
校の教師だったものですから、当然そんな資力はない、どなたか奇特な方がいらしたならば、その方に寄
進をお願いしたい、という返事の手紙を見せられた記憶がございますので、何か寄進した物があると私は
信じております。
　それから身延山のことでございますが、4年ほど前私は初めて身延へお参りにまいりました。そうしま
したら、正面の所に急な石段がございます。これは菩提梯という名前が付いております。そこに案内板が
立っております。それを読んでいきましたら、その中に、味方但馬云々、ということが出てまいります。
それから、今の根本寺の5代くらい前、大正の初め頃から昭和の20年頃まで住職をしておられました石井
さんという方が父に話したことによりますと、その方の在職当時、身延山の石段が崩れまして、だいぶ修
理したそうです。身延から聞いた話で、その石段の石の裏側に、「味方但馬」と彫り込んだ石が出てきた
と。こういう話も聞いておりました。案内板の説明には、佐渡の仁蔵という方の寄進となっておりますが、
但馬の名前を見まして、父から聞いた話は真実であったのだ、とこんなふうに思っております。
　しかし、日光の方はまだ調べておりません。日光東照宮は大名でなければ灯籠などは寄進出来なかった
と聞いておりますので、何を寄進したんでございましょうか。木の1本か2本か、あるいは石段のちょっと
したのを寄進したのかも知れませんが。
　次に但馬の子供のことについて若干ふれますが、但馬には6男4女おりました。2代は次男の家次、3代は
家之、4代は6男の家守でございます。但馬の子供が4代まで家督を継いでおります。3代まではときの将軍
にお目見えが許されまして、紋付きの羽織の外、いろいろな物を頂戴しておりますが、寛保2年、1742年
に相川で火災があったようでございます。そのときにほとんど焼けてしまい、現在残っておりますものは、
ここに持って来ております茶碗、それから時服、金銀地の扇子が2本、こういうものを相川の菩提寺の瑞
仙寺に保管委託してございます。その他は大火のときに焼失をしたという記録が残っております。
　次に2代の但馬でございますが、初代但馬が没したあと、次男、幼名虎之助があとを継ぎ但馬家次と改
名しております。この翌年に、これは寛永元年でございますが、父、初代但馬の霊を弔うために、相川に
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法名の瑞仙院の瑞仙を取りまして、瑞仙寺という寺を建てております。このお寺には7代以降の墓がござ
います。私の家の菩提寺として、今日に至っております。この寺の住職青木さんもお見えになっておられ
ますが。なお、6代までの墓は塚原の根本寺にございます。
　2代の但馬家次でございますが、15歳で亡くなっております。2代但馬家次が没したあと3男、幼名徳助
があとを継ぎ、但馬家之と改名し、将軍家光にお目見えして、紋付きの羽織を貰っております。随分沢山
着物があることになっておりますが、火事でみんな焼けたそうでございます。
　ところで、面白い話が残っております。内輪話でございますが、3代但馬のときに、先祖但馬の遺産を
めぐって遺族間の争いがございました。これは寛永9年で、珍しくも幕府の評定所が佐渡の一山師の家の
揉め事にまで介入して、その裁定で和解した古文書が残っておるのでございます。これは想像してみます
と、幕府が味方但馬の鉱山経営に大変関心を寄せて深く関わっていたのではなかろうか、とこのように思
っております。
　次の4代家守でございますが、幼名を治助と言っております。当主になりましたので孫太夫家守と改め
ておりますが、将軍のお目見えはございません。又、4代以降は但馬を襲名しないで孫太夫と称しており
ます。
　次に、鉱山の命運にかかわる坑内の排水についてふれてみたいと思います。先程、半田銀山の話しにも
ございましたが、この水とのたたかいは、山師にとって一番大きな仕事であったようでございます。半田
銀山は湧水で洪水という話は無かったようですが、相川鉱山は洪水の被害が甚大で、初代但馬以来、鉱石
の産出が最も多い自分山の割間歩採掘の陰には、洪水と湧水による水とのたたかいがあったようでござい
ます。
　田中先生のお話しにありました鎮日奉行の全盛期、4代孫太夫家守の時代ですが、寛永14年に、その水
対策といたしまして、家守は京都からアルキメデスポンプの権威の水学者宗甫という方を招きまして、但
馬の家の隣りに住んでおりましたスポイト器具職人に、宗甫の技術を取り入れた器具を作らせ、排水に非
常に功を発揮したようでございます。因みにアルキメデスのポンプでございますが、通称、「水上輪」と
言っておりますけれども、これ1台の設置費は30両もかかったそうでございます。勿論、これを何台も入
れたんでございますね。ご覧になった方はお分かりかと思いますが、パイプの中の心棒に螺旋状の羽根が
ついておりまして、片一方をグルグル回しますと水が上に上がってくる仕掛けになっておりますが、大変
高価な機械でございます。度々の洪水による被災のときは、自分の持っている資金を投じ、又、幕府から
も借金をして、復旧につとめたようでございますが、慶安2年といいますから、1649年の洪水の際は、江
戸、京都の家屋敷を売り払った金で復旧したのも束の間、承応2年（1653）、3、4年後でございますが、又、
大洪水がございまして、その後わずか4年の明暦3年（1657）の洪水のときには、自力での鉱山の経営は困
難になりまして、自分山から幕府直営の直山、この言葉もお分かりかと思いますが、直山に初めて願い出
ております。
　私は初代但馬が佐渡へまいりまして、あれだけ手広く鉱山経営をやれたということは記録にもございま
すが、佐渡へ来る前に相当な資産があったのではないかと思います。そういう金があったので、佐渡へま
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いりまして鉱山を経営することが出来たのではなかろうか、と。単なる一浪人の武士がやって来て、あれ
だけ手広く鉱山を経営することは困難ではなかっただろうかという気がいたします。
　5代は味方孫太夫重勝と言いまして、この代以降の当主は、家康の家の字は恐れ多いということでしょ
うか、初代但馬家重の家の字は使わず、重を使った名前が続いております。又、4代以降は孫太夫、13代
以降は小次郎と称しております。4代の晩年直山にしていただいたその後、又排水がうまくいったりして、
自分山に少し持ち直したり、又、直山になったりしたようでございますが、但馬以降、4代くらいの、あ
の全盛時代の金の採掘というのには到底及びもつかなかったようであります。何代以降の当主（6代？）
か明確でありませんが、山師筆頭として最高5人扶持を与えられ、役人として明治維新まで続いておりま
す。
　江戸の末期から明治2年までは13代の重修が山師として、仕えておりました。
　私の祖父でございますが、重成と言います。これが14代に当たりますが、明治2年に相川に生まれてお
りまして、円山漠北の塾で漢学を学び、漠北の勧めで長岡の北越新聞社の編集長に就任しております。
　私の祖母でございますが、浜北の実子、幸の長女を妻として迎えております。祖父から聞いた話ですが、
円山家は経済的になかなか出費が多くて大変だったようでございます。浜北は誰からの揮毫でも快く受け
入れまして、揮毫をする日になりますと、私の祖母は半日がかりで中国の唐墨を磨らされまして、画仙紙
を並べて用意しますと、漠北は大きな筆で一気に書き上げたそうでございます。そこに落款を押すのが祖
母の仕事であり、又、揮毫科を持っておいでになりますと、大きな行李の中に揮毫料を入れておくのが祖
母の仕事であった、と子供の頃そんなことを聞かされたことがあります。
　私の父でございますが、重国と申します。15代でございます。祖父が長岡へまいりましたので、長岡で
生まれております。長岡中学から新潟師範の2部にまいりまして、長岡で小学校の訓導をやっておりまし
たが、初等教育方針に独自の理論を持っておりまして、日本ではそれを受け入れてもらうことが出来なか
ったようです。当時、満州の邦人の子供の教育者の募集がございました。そのときだいぶまわりの反対が
あったようでございますが、大正15年に旧満州の奉天に移住いたしました。そこで教員生活をしておりま
して、昭和13年に北支の華北交通から、中国人の子弟教育、教育施設の整備と教育指導方針の策定に請わ
れて転勤しております。北支では、ご年配の方はお分かりと思いますが、察南政府、蒙彊政府、晋北政府、
こういう三つの政府がございましたが、その3政府と華北交通の間に立ちまして各地に学校の開設、教育
機構の充実に従事しておりました。父の話しでは、軍の教育方針と父の指導方針の意見があわず、随分苦
労した話を聞かされております。戦後、21年に家族を連れて帰国し、長岡の親戚の家に一時住まわせても
らいました。
　私は軍隊から復員いたしまして、北海道の親戚の許におったのでございますが、その知らせで、私はす
ぐ長岡へまいりましたところ、当時24歳の私に、父は正座をして、まずロに出ましたことは、先祖代々の
当主が守り続けてきた、門外不出と書いてございます大きな竹製の行李の収蔵品を自分の代に青島の自宅
の庭で焼却して帰国したことは、先祖に申し訳ないことをしたと詫びておりました。父は心中、自責の念
に駆られ、随分と悩んでおったようでございます。私は小学生の頃、よく虫干しをさせられましたが、鉱
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山に関する文書、坑内の図面、その他古文書などが、ぎっしり入っておったような記憶がございます。当
時、ご承知の通り、引き揚げ者はリュックサックーつ程度の衣類等しか携帯が許されず、書類の持ち帰り
は一切いけない、というふうな中国の軍、米軍の指示でございまして、父親は断腸の思いで庭で焼いたと
思いますが、隠して持って帰ったのは過去帳と系図1本のみでございました。私は父に、「内地でも随分空
襲があったんだ、命を落とされた方も非常に多い、又、それぞれのお家で家宝として長く伝えてこられた
いろんな品々、そういう物もなくしてしまった方も沢山いらっしゃる。でも、お父さん、家族がみんな無
事帰って来たではありませんか。先祖もきっとそんな古文書を焼いたことよりも、よく帰って来てくれた
と喜んでくれると思いますよ」と、そんなことを24歳の私が父に申した記憶がございます。しかし、父は
76歳で亡くなるまで、時々口に出して心から悔いておりました。
　最後でございますけれども、父は自分の夢と希望をもって大陸で働いたということは、非常に幸せであ
ったと思います。戦後、諸先生から佐渡の金銀山史の研究に、佐渡に残っておりましたわずかな古文書が、
貴重な資料として利用いただいておりますことを思いますと、あの中国で焼いた書類がもし現存しておれ
ば、相当何らかのお役に立つことが多かったのではないかと、私自身、今残念に思っております。
　誠につまらない話をゴタゴタ並べましたが、時間でございますので、これで失礼させていただきます。
ご静聴ありがとうございました。
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